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心
身
障
害
者
扶
養
共
済
の

噸

掛
金
を
助
成
し

鼻
嚢
鶴
糞
繋
灘
鍍
心
身

障
療
糟
を
挟
養
す
藩
砥
溝
囑
珠
し
て

髭
鋤
識
逡
撫
磯
浅
灘
響
が

死
婁
謙
灘
嚢
悠
毒
鍵
場

合
に
耀
”
、
灘
蘇
灘
騰
鍵
レ
《
鱗
祷
葬
金

を
支
給
ず
る
制
度
準
す
。

　
高
年
鈴
の
加
入
煮
ほ
妻
撫
金
が
蕩

く
な
み
た
め
、
低
所
得
盤
帯
み
か
た

を
は
じ
め
と
L
て
加
入
を
控
え
る
か

た
が
多
く
あ
り
ま
し
た
、

　
市
で
は
、
心
身
障
害
者
が
安
定
夷

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
県
め
泌
蒐
、

ま
す

捲
鷺
と
合
わ
せ
て
、
四
月
か
ら
低
所

得
世
帯
の
加
入
者
が
在
宅
隊
害
者
の

た
め
に
支
払
う
『
｝
ロ
分
の
掛
金
に
対

し
、
下
表
の
と
お
り
、
率
を
減
免
・
助

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
該
当
者
は
、
四
簿
十
四
段
㈹
ぎ
で

に
助
成
申
諭
書
を
、
市
社
恐
繊
福
祉
事

務
湧
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
．
掛
金
額
籠
っ
い
て
は
『
布

報
と
お
か
ま
ち
　
お
知
あ
せ
叛
』
二

月
二
十
五
露
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

ず
。
、
．

加入者世帯の所得区分 減免・助成率

被　　保　　護　　繊　　帯 100　％、

市　民　税雰　課税世　帯
周
7
や

，い

市　民　税均　等割　世　帯

　　　　　　　　r
5も「一

市い戻　税湧　得割世』帯 2（〉遥

所得税が32，400円までの世帯 10

　
　
　

◆
3
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
　
古

．
二
万
円
位

除
　
　
湿
　
　
器

中
　
　
古

、
二
千
円

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ト

（
セ
ミ
ダ
ブ
ル
）

〃

相
談
で

歩
　
　
行
　
　
器

〃

相
談
で

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ト

（
シ
ン
ゲ
ル
）

〃

〃

木
　
　
製
　
　
机

〃

二
千
円
位

剣
道
用
具
一
式

（
師
範
用
）
　
　
　
．

〃

七
万
円

ベ
ル
ボ
ン
V
×
泌

カ
メ
ラ
三
脚
新
品
同
様

一
万
四
千
円

角
ス
コ
　
ッ
プ

（
炭
ス
コ
ッ
プ
）

〃

二
千
円

4
月
分
乳
幼
児
検
診
目
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

4
月
8
日

　
（
水
）

午
後
－
時
蔦
分

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52
年
10
月

生
れ
の
児

域全

　
O
新
す
、
ま

し
し
止
施
中
実
を
を
談
定
相
測

。
児
体

ん
育
身

せ
の
児

ま
月
月

し
隔
力

は
ら
1
0

知
か
て

通
度
し

人
年
と

個
今
規

－
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
10
日

〆
金
）

午
後
－
時
1
5
分

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

54
年
1
0
月

生
れ
の
児

育
児
学
級
並

び
に
4
カ
月

児
　
検
　
診

4
月
15
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
－
時
30
分

市
民
会
館

蕊
年
12
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定
4
月
23
日

　
（
木
）

午
後
－
時
30
分

～
3
時

市
民
会
館

茄
年
6
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

ゴ
ミ
収
集
日
が

　
　
　
　
　
　
　
変
更
に

　
四
月
か
ら
ゴ
ミ
収
集
日
が
変
更
に

な
り
ま
す
。
も
う
一
度
ゴ
ミ
収
集
計

画
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一
歳
六
カ
月
・
三
歳
児
検
診
の
時
は
歯
み
が
き
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
十
六
日
困
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
高
田
町
六
丁
目
の
一
部

▼
四
月
十
七
日
働
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
西
寺
町
、
七
軒
町
、
関
口

樋
口
町
、
加
賀
糸
屋
町
の
各
一
部

　　　献血日程一
と　き　4月15日（水）

　　　　〈午前10時～午後3時＞

ところ　十日町市役所

と　き・4月16日（木）

　　　　〈午前10時～午後3時〉

ところ　関芳織物㈱

一明日といわず今献血しましょう

4
月
の
休
日
救
急
医

5
日
　
山
口
医
院
（
ド
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
奮
5
の
2
0
0
3
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

　
　
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

…
1
9
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

　
　
　
　
　
行
8
の
2
0
3
9
番

　
　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

…
2
6
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
　
　
　
　
　
密
2
の
3
2
7
6
番

…
2
9
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

…
（
天
皇
誕
生
口
）
行
2
の
2
5
8
1
番

…
12
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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O
－
・

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
た
さ
い
：

－
O

五
月
九
日
～
十
二
日

コ
モ
市
公
式
親
善
使
節
団
来
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
を
団
長
に
ー

コモ市での公式レセプション（55。10）

　
十
日
町
市
の
姉
妹

都
市
、
イ
タ
リ
ア
国

コ
モ
市
か
ら
、
ス
パ

リ
ー
ノ
市
長
を
団
長

と
す
る
公
式
使
節
団

が
、
五
月
九
日
～
十

二
目
ま
で
、
初
め
て

来
市
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
コ
モ
市
は
、
イ
タ

リ
ア
の
最
北
端
、
ス

イ
ス
の
国
境
に
ほ
ぼ

接
し
て
い
る
人
口
約

八
万
人
の
都
市
で
、

主
産
業
は
、
当
市
と

同
じ
伝
統
的
な
絹
織
物
で
す
。

　
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結

ん
だ
の
は
、
昭
和
五
十
年
二
月
で
す

が
、
前
後
し
て
、
十
日
町
市
絹
織
物

親
善
使
節
団
の
訪
問
（
四
十
八
年
九

月
）
、
雪
ま
つ
り
に
コ
モ
市
か
ら
来
市

（
四
十
九
年
二
月
）
、
東
京
で
の
コ

モ
物
産
展
（
五
十
年
十
月
）
、
十
日

町
織
物
組
合
代
表
団
コ
モ
市
訪
問
（
五

十
二
年
二
月
）
、
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
演
奏
家
来
市
（
五
十
三
年

十
一
月
）
、
十
日
町
市
公
式
使
節
団

訪
問
（
五
十
五
年
十
月
）
、
ト
リ
オ

・
デ
・
コ
モ
演
奏
会
（
五
十
六
年
三

月
）
と
親
善
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き

　
　
齢

　
　
舗

市民と語る日
一5月1日を2日に変更一

日
時
　
五
月
二
日
（
土
）
午
後
三
時
～
七
時

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

　
毎
月
一
日
に
実
施
し
て
い
た
市
民
と
語
る
日

は
、
二
日
に
変
更
し
て
行
い
ま
す
。
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
と
ご
連
絡

は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
行
七
⊥
一
二
二
番

内
線
二
三
六
）
へ
．

　
　
贈
懸
騨
　
・
、
、
　
、
　
　
講
，

コモ市親善使節団来市記念

今井久仁恵甥」
　　　　　　～日本とイタリアを歌う～

　　　　　　　　　●日時
　　　　　　　　　　　5月9日（土〉
　　　　　　　　　　　PM6：30～8：00（6：00開場）

　　　　　　　　　●会場
　　　　　　　　　　　市民会館ホール

　　　　　　　　　●入場券
　　　　　　　　　　　800円（全席自由）

　　　　　　　　　　　市内プレイガイドと各地区

　　　　　　　　　　　公民館で

　　　　　　　　　●主催
　　　　　　　　1　＋日町市

　　　　　　　　　　　十日町市民コンサート協会

〈プログラム〉

波浮の港、さくら貝の唄、落葉松、浜千鳥、約束、あ

る晴れた日に、帰れソレントヘ、マンマ・カタリー他

　※ピァノ独奏……ポロネーズ（ショパン）、リゴレッ

トのパラフレーズ（リスト）

〈フ。ロフイール〉

　今井久仁恵……マドリッド国立音大声楽科を首席で卒

業、1958年、オペラのメッカ・イタリアのミラノに留学・

世界各国で公演し、彼女の歌う「蝶々夫人」は定評があ

る。日本が生んだ世界的なオペラ歌手。

　広瀬宣行（ピアノ）……東京音大ピアノ科卒。永野静

枝、天地真佐雄の各氏に師事。将来をしょく望される新

進ピアニスト。

ま
し
た
。

　
コ
モ
市
の
公
式
親
善
使
節
団
を
初

め
て
迎
え
る
た
め
、
コ
モ
市
親
善
使

節
団
歓
迎
委
員
会
（
委
員
長
　
諸
里

市
長
）
を
組
識
し
て
、
歓
迎
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
滞
在
中
の
日
程

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

五
月
十
日
　
午
前
九
時
四
十
分
、
北

越
鼓
笛
隊
の
先
導
で
パ
レ
ー
ド
し
市

民
会
館
へ
、
午
前
十
時
、
成
人
式
出

席
、
十
一
時
、
き
も
の
ま
つ
り
出
席
、

昼
食
（
桐
屋
さ
ん
宅
で
）
、
午
後
二

時
～
四
時
、
歩
行
者
天
国
に
参
加
、

そ
の
後
、
武
道
館
、
博
物
館
視
察
、

七
時
、
市
主
催
晩
さ
ん
会
（
丸
栄
会

館
）五
月
十
一
日
　
午
前
九
時
、
公
式
レ

セ
プ
シ
ヨ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
（
市
役
所
）

十
一
時
、
十
日
町
・
ー
ダ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
コ
モ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
姉

妹
・
ー
タ
ー
の
調
印
式
．
そ
の
後
昼

食
。
午
後
は
、
織
物
工
場
見
学
と
十

日
町
中
学
校
視
察
、
六
時
三
十
分
か

ら
民
踊
流
し
に
参
加
、
八
時
、
商
工

会
議
所
、
織
物
組
合
、
・
ー
タ
リ
ー

主
催
晩
さ
ん
会
（
体
育
館
）

五
月
＋
二
日
　
午
前
十
一
時
、
織
物

組
合
表
敬
訪
問
、
求
評
会
視
察
、
昼

食
の
あ
と
帰
国
。

　
滞
在
期
間
中
に
は
、
イ
タ
リ
ア
に

長
期
間
滞
在
し
、
コ
モ
市
の
事
情
に

も
詳
し
い
世
界
的
な
オ
ペ
ラ
歌
手
、

　
「
今
井
久
仁
恵
リ
サ
イ
タ
ル
（
九
日

夜
・
市
民
会
館
）
」
や
「
イ
タ
リ
ア

展
（
九
日
～
十
一
日
、
旧
小
島
百
貨

店
跡
ご
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
歩
行
者

天
国
や
民
踊
流
し
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

は
か
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
昨
年
十

月
合
意
さ
れ
た
若
者
の
親
善
交
流
も

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
歓
迎
を
お
願
い
し
ま
す
．
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5月3日
●稚児行列岨9：30～10：30

　正念寺→諏訪町→本町5丁目→愛宕山

●少年野球大会（3～5日）河川敷グラウンド

4日

●ムテキングショー田1：00～3：00　愛宕山

　5日
●テレビ人気者と楽しいゲーム大会

　　　　　　　　　～早口言葉に君も挑戦～

　　　岨10：00～PM1：00～　愛宕山

　7日
●ヵラォヶ大会PM7100～9：00愛宕山

　9日
●ディスコのタベPM7：00～9：00愛宕山

●コモ市親善使節団来市記念

　　　“今井久仁恵リサイタル，，

　　　　～日本とイタリアを歌う～

　　　PM6：30～PM8：00　市民会館

10目
●きもののっどい

　“10：30～PM2：00　市民体育館

●十三詣り酬9：00～10：00　本城院

●スタンプ半額市“10：00～PM5：00　昭和町3

　※テレホンカー声のサービス（電話料無料

　　～新しいめずらしい電話がいっぱい～

●ナッメロ大会PM7：00～9：00愛宕山

り響の銅冊町寒

11日
●宮本茂十郎招魂祭“8：00～宮本公園

●黒姫神社祈願祭PM3：00～諏訪神社

●大民踊流しPM6：00～7：30　本町通り、駅通り

5月3日～12日
訓9：GO～12：00　織物組合

9日～11日
旧小島百貨店

q
、
、
、

　
会
場
　
市
民
体
育
館
（
開
場
午
前
十
時
半
・
開
演
十
一
時
）

　
　
　
●
花
柳
社
中
お
ど
り
　
●
き
も
の
シ
ョ
ー
～
休
憩
…
－
・
食

　
も
の
パ
ピ
リ
オ
ン
や
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
ぞ
－
・
－
・
～

　
　
●
花
柳
社
中
お
ど
り
　
●
お
楽
し
み
抽
選
会
（
き
も
の
で
お

　
　
い
で
い
た
だ
い
た
方
に
豪
華
景
品
四
百
点
が
当
た
る
お
楽
し

　
み
抽
選
券
が
）
　
●
お
ど
り
（
美
千
奴
他
…
金
沢
市
）
　
●

　
歌
謡
シ
ョ
ー
（
ジ
ュ
デ
ィ
オ
ン
グ
、
新
沼
謙
治
、
平
山
麻
美
）

　
　
　
※
当
日
は
、
な
る
べ
く
き
も
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
無

　
料
招
待
券
は
、
き
も
の
ま
つ
り
事
務
局
、
織
物
組
合
に
あ
り

　
ま
す
。

■
…
…
藝
…
…
一
…
…
…
…
一
…
口
…
一
一
…
…
一
…
願
＝
…
…
…
…
一
…
…
…
一
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一
…
…
…
…
一
…
…
…
…
呂
9

　
蒙
一
…
…
…
韮
…
垂
…
一
…
韮
…
…
…
…
一
垂
…
…
…
華
…
…
…
…
…
…
一
一
繕

　
　
　
　
麿
も
の
の
つ
と
い
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
日
時
　
五
月
十
日
（
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍
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㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

哩醐㎜淵㎜㎜剛㎜謝酬謝醗㎜

12日

、

翼
宕
山 陣

通行止
5110
14』00

1600

圏禦蓋，
　　　　　六日町
　　　　　　↑川原町

田
中
町
本
通
り
稲
荷
町

●聯

若
宮
町
　ス9ンフ右

菌
寺
町

露
店
市

鰭
璽
・
。
識

5！夏0

距訪町→学校町

一方通行

　9：00～14：00

国
這
2
5
3
丹

谷←国道1互7号線
江

↓
六

鴛店市
十窩

　国道117号線→長

1圖IE
¢
行
　

習
1

1適行止

5／9置300～

51102200

十日町

↓ 劃 』
う回路

●十日町織物総合求評会

イタリア展

小千

↓
西

う回路　　　　本町西線

露肺（畿瓢手目）
Φ②

　　　519　13：00～
　　　5／10　22：00

（3〉1””””“II”1”ll』旨お1∬‘酵3誘」田らぜ』距ll”1””lll”1“1”1””Ill“”1””！lll”””ll””“1””“1“1”1””1”””1”“1”II“　（第3種郵便認可）昭和56年4月25日

　
昭
和
二
十
年
以
来
、
最
高
と
い
わ
れ
た
今
冬
の
異
常
豪
雪
ー

　
市
民
の
過
半
数
以
上
が
初
め
て
体
験
し
た
弱
豪
雪
で
し
た
が
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
雪
と
闘
っ
た
有
様
を
記
録
と
し
て
残
す
た
め
、

さ
ら
に
”
雪
を
克
服
す
る
”
た
め
の
材
料
、
足
が
か
り
と
す
る
た

め
に
、
現
在
、
市
で
は
編
集
委
員
を
委
嘱
（
氏
名
は
別
記
）
し
て

『
56
豪
雪
の
記
録
』
　
（
仮
称
）
の
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
録
の
中
に
は
、
市
民
の
体
験
談
・
提
言
等
や
写
真
を
公

募
し
な
が
ら
、
豪
雪
の
中
の
市
民
生
活
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
も

の
を
編
集
す
る
方
針
で
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

麓
轟
響
鮮
す

　
56
豪
雪
は
、
市
民
生
活
の
中
に
多

く
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

　
除
排
雪
、
鉄
道
や
バ
ス
の
交
通
、

屋
根
雪
処
理
、
消
雪
パ
イ
。
フ
、
流
雪

溝
、
水
あ
が
り
、
出
稼
ぎ
、
保
安
要

員
等
　
　
全
て
の
中
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
「
こ
れ
だ
け
は
記
録
と
し

て
残
す
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
事
が
必

ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
灘
辮
　

鶏
曝
護
嚢

撫驚　
神
様
た
す
け
て
く
だ
さ
い
〃
”
　
　
東
枯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

策
と
し
て
、
こ
う
す
る
方
法
も
あ
る

こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
と
い

っ
た
も
の
を
“
市
民
の
生
の
声
〃
と

し
て
ご
提
言
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
左
上
の
文
集
の
よ
う
に

生
活
実
感
か
ら
出
た
も
の
で
、
詩
、

作
文
・
随
筆
・
手
記
・
体
験
談
・
提

言
な
ど
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
数
枚
に

書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
．

写
真
禽
響
さ
い

　
「
こ
ん
な
雪
は
見
た
こ
と
も
な
い

か
ら
記
念
に
撮
っ
て
お
こ
う
」
と
い

っ
た
話
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
カ
メ
ラ
に
撮
っ
た
写
真
を
ご
提

供
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

●
サ
ー
ビ
ス
サ
ィ
ズ
以
上
の
も
の
で

白
黒
・
カ
ラ
ー
・
の
プ
リ
ン
ト
（
ネ

ガ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
ス
ラ
イ
ド

●
返
却
し
ま
す
の
で
裏
面
に
、
住
所

氏
名
を
記
入
。
撮
影
場
所
と
月
日
も

記
入
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

嚢

送
轟
翻
轡
先
）
は

　
体
験
・
提
言
・
写
真
な
ど
の
送
り

先
（
提
出
先
V
は
、
市
役
所
総
務
課

企
画
広
報
係
（
8
七
ー
三
一
二
番

内
線
二
三
六
、
〒
九
四
八
、
千
歳
町

三
ー
三
）
か
各
地
区
公
民
館
へ
。

　
期
間
は
、
五
月
末
日
ま
で
で
す
。

編
、
心
縄
響
名

　
委
員
長
－
佐
野
良
吉
（
織
物
組
合
）

委
員
－
山
内
正
胤
（
十
日
町
新
聞
）
・

森
本
忠
彦
（
十
日
町
タ
イ
ム
ス
）
・

村
山
武
（
週
報
と
お
か
ま
ち
）
・
渡

辺
成
雄
（
林
業
試
験
場
十
日
町
試
験

地
）
・
関
口
静
雄
（
塚
田
設
計
事
務

所
）
・
馬
場
文
之
（
十
日
町
砂
利
合

資
会
社
）
小
海
勝
衛
（
農
業
協
同
組

合
）
・
樋
口
信
二
（
市
広
報
協
力
員
）

庭
野
泰
明
（
市
広
報
協
力
員
）
・
星

野
元
一
（
博
物
館
）

危険物取扱者講習会を実施

　
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

講
習
会
（
甲
、
乙
、
丙
種
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
消
防
法
に
規
定

の
製
造
所
、
貯
蔵
所
、
取

扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
危
険
物
取

扱
者
（
受
講
義
務
者
）
と

危
険
物
の
取
扱
作
業
を
し

て
な
い
が
受
講
希
望
の
人

受
講
の
義
務
　
受
講
義
務

者
は
つ
ぎ
の
期
間
内
に
講

習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
製
造
所
で
危
険
物
の
取
扱
い
作
業

を
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
。

働
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
を
し
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
た
ら
交
付
の
日
か
ら
五
年
以
内

⑥
受
講
後
引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
。

日
時
・
会
場
　
五
月
二
十
日
…
柏
崎

市
民
会
館
（
中
央
町
）
　
五
月
二
十

五
日
－
長
岡
自
治
会
館
（
神
田
町
）

五
月
二
十
八
日
…
小
千
谷
市
民
会
館

（
土
川
）

　
各
会
場
と
も
午
前
九
時
受
付
開
始

講
習
料
　
千
六
百
円
（
県
収
入
証
紙

で
納
入
）

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
　
そ
の
他
詳
細

や
問
い
合
わ
せ
は
、
十
日
町
地
域
消

防
本
部
（
8
七
－
一
五
五
五
番
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
、
、
『
瀞
撫
瀞
ズ
．
　
艦
轟
　
「
事
「
。
長
卍
P
・
　
　
箋
－

．
．
瞳
蝿
か
倣
館
痔
獲
戴
緩
纏
灘
麟
辮

☆
驚
護
濾
覆
霧
難
藩
蟻
獺
…
難
難
難

雛
暴
驚
灘
難
難
灘
難

敷
箋
一
爲
婁
誇
嬢
懇
織
辮
嶽
蒙
、
・
．
・
灘

蕊
懸
講
禰
雛
灘
鰯
．

　
雛
蚕
硲
難
選
縁
〆
凡
．
灘
懸
　
’
翻
。
難

無
金
蓉
無
薫
経
漉
灘
鞭
付
嚢
轟
葵
曝

末
繋
懇
慈
慧
峯
募
　
鞭
・
濯
。
穰
懸
羅

粂
莚
饗
歴
歴
隠
織
娯
藤
騰
纏
懸

っ
響
鴇
灘
婁
薦
懲
籔
灘
騰
羅
羅
羅

叢
議
曝
屡
、
＾
．
．
蝋
潟
羅
蟷
懸
鍵
灘
謹

顛
秘
鐸
舖
鞭
、
叢
、
翻
㎜
、
耀
露
羅
．
．
、
．
＾

玄
、
．
、
、
、
㌧
　
　
繋
灘
撚
鞭
鰺
欄
灘

．
餐
犠
購
霧
馨
無
麓
．
毅
灘
慧
驚
謹
鞍
　
耀

　
　
四
月
一
日
の
市
民
と
語
る
日

　
　
　
　
訴
え
た
か
っ
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
町
囎
　
関
口
四
郎
さ
ん

⑫
⑩
◎
㊧
⑪

　
　
⑪
⑤
㊨
◎

　
　
　
㊥
㊧
③
㊨
◎

器

・
3

、、ユ～甥
醸

　　　　　り

　
四
月
十
日
付
、
市
報
と
お
か
ま
ち

の
中
で
、
市
民
と
語
る
日
の
内
容
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
言

い
た
か
っ
た
こ
と
は
「
私
事
の
悩
み
」

に
同
情
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
は
な

く
、
私
だ
け
で
な
く
、
介
添
人
を
要

す
病
人
を
持
っ
家
庭
の
希
望
と
し
て

時
に
一
時
（
長
期
間
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
、
家
を
空
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
起
き
た
時
に

公
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
預

り
期
間
を
二
～
三
日
と
い
う
規
定
を

一
週
間
位
に
延
長
し
て
も
ら
え
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
、
好
奇
心
を
先

行
さ
せ
た
よ
う
な
見
出
し
で
書
い
て

も
ら
い
た
く
な
か
っ
た
の
が
本
音
で

す
。
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5月3日
●稚児行列岨9：30～10：30

　正念寺→諏訪町→本町5丁目→愛宕山

●少年野球大会（3～5日）河川敷グラウンド

4日

●ムテキングショー田1：00～3：00　愛宕山

　5日
●テレビ人気者と楽しいゲーム大会

　　　　　　　　　～早口言葉に君も挑戦～

　　　岨10：00～PM1：00～　愛宕山

　7日
●ヵラォヶ大会PM7100～9：00愛宕山

　9日
●ディスコのタベPM7：00～9：00愛宕山

●コモ市親善使節団来市記念

　　　“今井久仁恵リサイタル，，

　　　　～日本とイタリアを歌う～

　　　PM6：30～PM8：00　市民会館

10目
●きもののっどい

　“10：30～PM2：00　市民体育館

●十三詣り酬9：00～10：00　本城院

●スタンプ半額市“10：00～PM5：00　昭和町3

　※テレホンカー声のサービス（電話料無料

　　～新しいめずらしい電話がいっぱい～

●ナッメロ大会PM7：00～9：00愛宕山

り響の銅冊町寒

11日
●宮本茂十郎招魂祭“8：00～宮本公園

●黒姫神社祈願祭PM3：00～諏訪神社

●大民踊流しPM6：00～7：30　本町通り、駅通り

5月3日～12日
訓9：GO～12：00　織物組合

9日～11日
旧小島百貨店

q
、
、
、

　
会
場
　
市
民
体
育
館
（
開
場
午
前
十
時
半
・
開
演
十
一
時
）

　
　
　
●
花
柳
社
中
お
ど
り
　
●
き
も
の
シ
ョ
ー
～
休
憩
…
－
・
食

　
も
の
パ
ピ
リ
オ
ン
や
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
ぞ
－
・
－
・
～

　
　
●
花
柳
社
中
お
ど
り
　
●
お
楽
し
み
抽
選
会
（
き
も
の
で
お

　
　
い
で
い
た
だ
い
た
方
に
豪
華
景
品
四
百
点
が
当
た
る
お
楽
し

　
み
抽
選
券
が
）
　
●
お
ど
り
（
美
千
奴
他
…
金
沢
市
）
　
●

　
歌
謡
シ
ョ
ー
（
ジ
ュ
デ
ィ
オ
ン
グ
、
新
沼
謙
治
、
平
山
麻
美
）

　
　
　
※
当
日
は
、
な
る
べ
く
き
も
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
無

　
料
招
待
券
は
、
き
も
の
ま
つ
り
事
務
局
、
織
物
組
合
に
あ
り

　
ま
す
。

■
…
…
藝
…
…
一
…
…
…
…
一
…
口
…
一
一
…
…
一
…
願
＝
…
…
…
…
一
…
…
…
一
…
一
…
…
…
…
一
…
…
…
…
呂
9

　
蒙
一
…
…
…
韮
…
垂
…
一
…
韮
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一
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一
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麿
も
の
の
つ
と
い
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
日
時
　
五
月
十
日
（
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯
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12日
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翼
宕
山 陣

通行止
5110
14』00

1600

圏禦蓋，
　　　　　六日町
　　　　　　↑川原町

田
中
町
本
通
り
稲
荷
町

●聯

若
宮
町
　ス9ンフ右

菌
寺
町

露
店
市

鰭
璽
・
。
識

5！夏0

距訪町→学校町

一方通行

　9：00～14：00

国
這
2
5
3
丹

谷←国道1互7号線
江

↓
六

鴛店市
十窩

　国道117号線→長

1圖IE
¢
行
　

習
1

1適行止

5／9置300～

51102200

十日町

↓ 劃 』
う回路

●十日町織物総合求評会

イタリア展

小千

↓
西

う回路　　　　本町西線

露肺（畿瓢手目）
Φ②

　　　519　13：00～
　　　5／10　22：00
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昭
和
二
十
年
以
来
、
最
高
と
い
わ
れ
た
今
冬
の
異
常
豪
雪
ー

　
市
民
の
過
半
数
以
上
が
初
め
て
体
験
し
た
弱
豪
雪
で
し
た
が
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
雪
と
闘
っ
た
有
様
を
記
録
と
し
て
残
す
た
め
、

さ
ら
に
”
雪
を
克
服
す
る
”
た
め
の
材
料
、
足
が
か
り
と
す
る
た

め
に
、
現
在
、
市
で
は
編
集
委
員
を
委
嘱
（
氏
名
は
別
記
）
し
て

『
56
豪
雪
の
記
録
』
　
（
仮
称
）
の
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
録
の
中
に
は
、
市
民
の
体
験
談
・
提
言
等
や
写
真
を
公

募
し
な
が
ら
、
豪
雪
の
中
の
市
民
生
活
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
も

の
を
編
集
す
る
方
針
で
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

麓
轟
響
鮮
す

　
56
豪
雪
は
、
市
民
生
活
の
中
に
多

く
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

　
除
排
雪
、
鉄
道
や
バ
ス
の
交
通
、

屋
根
雪
処
理
、
消
雪
パ
イ
。
フ
、
流
雪

溝
、
水
あ
が
り
、
出
稼
ぎ
、
保
安
要

員
等
　
　
全
て
の
中
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
「
こ
れ
だ
け
は
記
録
と
し

て
残
す
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
事
が
必

ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
灘
辮
　

鶏
曝
護
嚢

撫驚　
神
様
た
す
け
て
く
だ
さ
い
〃
”
　
　
東
枯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

策
と
し
て
、
こ
う
す
る
方
法
も
あ
る

こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
と
い

っ
た
も
の
を
“
市
民
の
生
の
声
〃
と

し
て
ご
提
言
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
左
上
の
文
集
の
よ
う
に

生
活
実
感
か
ら
出
た
も
の
で
、
詩
、

作
文
・
随
筆
・
手
記
・
体
験
談
・
提

言
な
ど
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
数
枚
に

書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
．

写
真
禽
響
さ
い

　
「
こ
ん
な
雪
は
見
た
こ
と
も
な
い

か
ら
記
念
に
撮
っ
て
お
こ
う
」
と
い

っ
た
話
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
カ
メ
ラ
に
撮
っ
た
写
真
を
ご
提

供
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

●
サ
ー
ビ
ス
サ
ィ
ズ
以
上
の
も
の
で

白
黒
・
カ
ラ
ー
・
の
プ
リ
ン
ト
（
ネ

ガ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
ス
ラ
イ
ド

●
返
却
し
ま
す
の
で
裏
面
に
、
住
所

氏
名
を
記
入
。
撮
影
場
所
と
月
日
も

記
入
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

嚢

送
轟
翻
轡
先
）
は

　
体
験
・
提
言
・
写
真
な
ど
の
送
り

先
（
提
出
先
V
は
、
市
役
所
総
務
課

企
画
広
報
係
（
8
七
ー
三
一
二
番

内
線
二
三
六
、
〒
九
四
八
、
千
歳
町

三
ー
三
）
か
各
地
区
公
民
館
へ
。

　
期
間
は
、
五
月
末
日
ま
で
で
す
。

編
、
心
縄
響
名

　
委
員
長
－
佐
野
良
吉
（
織
物
組
合
）

委
員
－
山
内
正
胤
（
十
日
町
新
聞
）
・

森
本
忠
彦
（
十
日
町
タ
イ
ム
ス
）
・

村
山
武
（
週
報
と
お
か
ま
ち
）
・
渡

辺
成
雄
（
林
業
試
験
場
十
日
町
試
験

地
）
・
関
口
静
雄
（
塚
田
設
計
事
務

所
）
・
馬
場
文
之
（
十
日
町
砂
利
合

資
会
社
）
小
海
勝
衛
（
農
業
協
同
組

合
）
・
樋
口
信
二
（
市
広
報
協
力
員
）

庭
野
泰
明
（
市
広
報
協
力
員
）
・
星

野
元
一
（
博
物
館
）

危険物取扱者講習会を実施

　
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

講
習
会
（
甲
、
乙
、
丙
種
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
消
防
法
に
規
定

の
製
造
所
、
貯
蔵
所
、
取

扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
危
険
物
取

扱
者
（
受
講
義
務
者
）
と

危
険
物
の
取
扱
作
業
を
し

て
な
い
が
受
講
希
望
の
人

受
講
の
義
務
　
受
講
義
務

者
は
つ
ぎ
の
期
間
内
に
講

習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
製
造
所
で
危
険
物
の
取
扱
い
作
業

を
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
。

働
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
を
し
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
た
ら
交
付
の
日
か
ら
五
年
以
内

⑥
受
講
後
引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
。

日
時
・
会
場
　
五
月
二
十
日
…
柏
崎

市
民
会
館
（
中
央
町
）
　
五
月
二
十

五
日
－
長
岡
自
治
会
館
（
神
田
町
）

五
月
二
十
八
日
…
小
千
谷
市
民
会
館

（
土
川
）

　
各
会
場
と
も
午
前
九
時
受
付
開
始

講
習
料
　
千
六
百
円
（
県
収
入
証
紙

で
納
入
）

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
　
そ
の
他
詳
細

や
問
い
合
わ
せ
は
、
十
日
町
地
域
消

防
本
部
（
8
七
－
一
五
五
五
番
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
、
、
『
瀞
撫
瀞
ズ
．
　
艦
轟
　
「
事
「
。
長
卍
P
・
　
　
箋
－

．
．
瞳
蝿
か
倣
館
痔
獲
戴
緩
纏
灘
麟
辮

☆
驚
護
濾
覆
霧
難
藩
蟻
獺
…
難
難
難

雛
暴
驚
灘
難
難
灘
難

敷
箋
一
爲
婁
誇
嬢
懇
織
辮
嶽
蒙
、
・
．
・
灘

蕊
懸
講
禰
雛
灘
鰯
．

　
雛
蚕
硲
難
選
縁
〆
凡
．
灘
懸
　
’
翻
。
難

無
金
蓉
無
薫
経
漉
灘
鞭
付
嚢
轟
葵
曝

末
繋
懇
慈
慧
峯
募
　
鞭
・
濯
。
穰
懸
羅

粂
莚
饗
歴
歴
隠
織
娯
藤
騰
纏
懸

っ
響
鴇
灘
婁
薦
懲
籔
灘
騰
羅
羅
羅

叢
議
曝
屡
、
＾
．
．
蝋
潟
羅
蟷
懸
鍵
灘
謹

顛
秘
鐸
舖
鞭
、
叢
、
翻
㎜
、
耀
露
羅
．
．
、
．
＾

玄
、
．
、
、
、
㌧
　
　
繋
灘
撚
鞭
鰺
欄
灘

．
餐
犠
購
霧
馨
無
麓
．
毅
灘
慧
驚
謹
鞍
　
耀

　
　
四
月
一
日
の
市
民
と
語
る
日

　
　
　
　
訴
え
た
か
っ
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
町
囎
　
関
口
四
郎
さ
ん

⑫
⑩
◎
㊧
⑪

　
　
⑪
⑤
㊨
◎

　
　
　
㊥
㊧
③
㊨
◎

器

・
3

、、ユ～甥
醸

　　　　　り

　
四
月
十
日
付
、
市
報
と
お
か
ま
ち

の
中
で
、
市
民
と
語
る
日
の
内
容
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
言

い
た
か
っ
た
こ
と
は
「
私
事
の
悩
み
」

に
同
情
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
は
な

く
、
私
だ
け
で
な
く
、
介
添
人
を
要

す
病
人
を
持
っ
家
庭
の
希
望
と
し
て

時
に
一
時
（
長
期
間
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
、
家
を
空
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
起
き
た
時
に

公
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
預

り
期
間
を
二
～
三
日
と
い
う
規
定
を

一
週
間
位
に
延
長
し
て
も
ら
え
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
、
好
奇
心
を
先

行
さ
せ
た
よ
う
な
見
出
し
で
書
い
て

も
ら
い
た
く
な
か
っ
た
の
が
本
音
で

す
。
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昭
和
五
十
八
年
度
一
部
供
用
開
始

に
伴
な
い
、
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を

下
水
道
管
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事

は
、
資
格
登
録
を
受
け
た
責
任
技
術

者
等
の
い
る
指
定
工
事
業
者
で
な
い

と
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
責
任
技
術
者
等
の
資
格
登
録

を
受
け
る
た
め
の
試
験
を
つ
ぎ
の
要

綱
で
実
施
し
ま
す
。

試
験
の
種
類
　
一
、
責
任
技
術
者
試

験
　
二
、
主
任
配
管
工
試
験

試
験
日

　
六
月
十
四
日
（
日
）

　
午
前
九
時
　
責
任
技
術
者
試
験

　
午
後
一
時
　
主
任
配
管
工
試
験

場
所
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
集

　
団
指
導
室
（
三
階
）

受
験
資
格

一
、
責
任
技
術
者
…
①
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
か
中
学
校
令
に
よ

むし歯のないよい子
　　　　　（2・3月分）

る
中
学
校
以
上
の
学
校
で
、
土
木
科

ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
科
を
卒

業
し
た
の
ち
二
年
以
上
給
排
水
設
備

工
事
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人
。

②
引
続
き
五
年
以
上
給
排
水
設
備
工

事
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人
。

③
公
共
団
体
で
引
続
き
三
年
以
上
給

排
水
設
備
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の

実
務
に
従
事
し
て
い
た
人
。

　
※
下
水
道
法
施
行
令
に
定
め
る
排

水
施
設
に
係
る
監
督
管
理
等
の
資
格

の
あ
る
人
は
、
こ
の
試
験
に
合
格
し

た
も
の
と
み
な
す
。

二
、
主
任
配
管
工
…
①
引
続
き
三
年

以
上
給
排
水
設
備
工
事
に
従
事
し
た

経
験
の
あ
る
人

②
公
共
団
体
で
引
続
き
二
年
以
上
給

排
水
設
備
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の

実
務
に
従
事
し
て
い
た
人
。

　
※
責
任
技
術
者
試
験
に
合
格
し
た

人
。
下
水
道
法
施
行
令
に
定
め
る
排

水
施
設
に
係
る
監
督
管
理
等
の
資
格

の
あ
る
人
は
、
こ
の
試
験
に
合
格
し

た
も
の
と
み
な
す
。

試
験
科
目
　
H
下
水
道
の
一
般
的
知

識
に
関
す
る
こ
と
、
口
排
水
設
備
の

法
律
的
知
識
及
び
技
術
的
知
識
に
関

す
る
こ
と
（
以
上
筆
記
試
験
）

申
し
込
み
方
法
・
受
付
期
間
　
五
月

十
八
日
～
二
十
五
日
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
試
験
手
数
料
を
添
え

て
市
下
水
道
課
へ
（
申
請
書
は
下
水

道
課
に
あ
り
ま
す
）

合
格
発
表
　
六
月
二
十
四
日
、
市
役

所
一
階
ホ
：
ル
に
掲
示
（
本
人
に
も

通
知
）

受
験
準
備
講
習
会
　
六
月
七
日
（
日
）

午
前
九
時
～
正
午
、
責
任
技
術
者

午
後
一
時
～
三
時
　
主
任
配
管
工

　
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
指
導
室
で

登
録
申
請
と
証
票
の
交
付

一
、
申
請
方
法
…
市
で
準
備
し
た
登

録
申
請
書
に
手
数
料
を
添
え
て
市
下

水
道
課
へ

二
、
受
付
期
間
…
七
月
一
日
～
三
十

一
日
ま
で

三
、
証
票
の
交
付
…
八
月
十
七
日
～

八
月
二
十
一
日

そ
の
他
　
・
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資

料
は
、
受
験
申
込
時
か
講
習
会
の
当

日
配
布
し
ま
す
（
実
費
）
。
受
験
の
た

め
の
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
。
お
問

い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
課
管
理
係
（
8

七
⊥
三
二
番
内
線
二
五
七
）
へ
。

下
水
道
・
受
益
者
負
担
金
の
納
付
を

　
市
で
は
五
十
八
年
度
に
下
水
道
事

業
第
一
期
計
画
区
域
の
処
理
開
始
を

め
ざ
し
て
、
終
末
処
理
場
の
建
設
を

は
じ
め
、
各
町
内
に
下
水
道
管
の
埋

設
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
費
の
一
部
と
し
て
五
十
四
年
度
か

住　　所 氏　　名 保護者

大黒沢東 布施　　悠 慧

丸　山　町 関　　妙子 晴　男

学校町2 今井　紘子 甚一郎

水野窄 村山陽出夫 正　隆
丸’山　町 渡辺　　修 国　雄
中　　　村 南雲　賢治 勝　安

春β町3 斎藤　康行， 孝　一

妻有町 徳井　、洋介 繁　雄
谷内丑1 津田　正彦 正　美

．北新田1 春谷、溺広 政　二
新座　3 越井貴美子 則　夫

四日町3 小宮山好美 金　松

四日町2 佐藤　　勲 昇

旭　ケ　丘 根津奈緒子 順　治
八　　　幡 高橋麻由美 四美男
上　　　原 長谷川香織 守

新座　2 大島　陽子 和　一弘

本町7－1 小林　孝大 順　二
旭　ケ　丘、 池田小百合 晃　三
城之古1・．俵．出 尚子 功

北新田ユ 澱鱒緩爵利 義　孝

蟻蔑2’壽’藤　　購 慶　，策本酵6識1 高繍　旗美 誠黛、一
　禦

ニヒ南　3
上新碑1

腐課。頻孟
真霜　轡

勝織宏
、達　夫

満　島　1 野上　香織 信F一一

川治下竃 渠田　洋介 輝　一
下条，本町、 丸出壮太郎 獅　二

ら
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
五
十
五
年
度
分
は
、
三
月
末

ま
で
で
、
ま
だ
延
二
百
八
十
人
が
未

納
と
な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
金
の
未

納
の
か
た
は
で
き
る
だ
け
早
く
金
融

機
関
か
市
役
所
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。
納
入
通
知
書
は
一
年
分
（
年
四

回
）
を
ま
と
め
て
昨
年
六
月
に
該
当

の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す

が
、
納
付
書
を
な
く
さ
れ
た
場
合
は
、

市
下
水
道
課
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、

早
目
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
益
者
負
担
金
の
納
付
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
事
項
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

　
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
負
担
金
の
納
付

の
た
め
に
金
融
機
関
や
市
役
所
に
お

い
で
い
た
だ
く
な
ど
の
手
間
が
は
ぶ

け
、
納
め
忘
れ
等
も
な
く
便
利
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
預
金
し
て
あ
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
印
鑑
、
納
付
書
を
持
参
の

う
え
手
続
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　
　
受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
届
け
出
を

　
受
益
者
や
受
益
地
に
変
更
が
あ
っ

た
時
、
徴
収
猶
予
、
減
免
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
時
は
、
す
み
や
か

に
印
鑑
を
持
参
し
て
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
下
水
道
課
に

あ
り
ま
す
。

場
事
む
　
，

理
　
進

処
酷

末
　
調

終
建
順

　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
下
水
道
終
末
処
理
場
の
建
設
工
事

は
、
昭
和
二
十
年
以
来
の
異
常
豪
雪

の
中
で
、
二
月
下
旬
か
ら
三
㌶
以
上

も
あ
る
雪
を
除
雪
し
な
が
ら
工
事
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
終

末
処
理
場
を
管
理
す
る
中
枢
の
「
管

理
本
館
」
の
地
下
部
分
の
全
部
と
地

上
部
分
の
一
部
が
完
成
し
、
汚
水
を

浄
化
す
る
「
水
処
理
施
設
」
の
地
下

部
分
の
全
部
と
地
上
部
分
の
大
部
分

が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
分
の
工
事
は
引
き
続
い
て

覇藤難醸擁蚊
惑鑑、、、　細マrr5拷から無難璽ンタ篇で｝

懲轟議離麟贈魏講鷺

鍵驚繋藻謡蕊
鰹轡難癬獲讐嚇．

懸

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
っ
て
い
る

「
管
理
本
館
」
　
「
水
処
理
施
設
」
の

一
部
の
建
築
工
事
と
汚
泥
を
処
理
す

る
建
物
（
汚
泥
処
理
施
設
）
を
造
る

工
事
な
ど
が
主
体
と
な
り
、
本
年
末

に
は
、
処
理
場
の
お
お
よ
そ
の
外
観

が
現
わ
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
な
お
、
処
理
場
工
事
現
場
は
、
い

よ
い
よ
最
盛
期
に
入
り
、
一
般
の
方

々
は
、
大
変
危
険
で
す
の
で
無
断
で

現
場
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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●
開
催
に
あ
た
っ
て

㎜
　
博
物
館
で
は
、
春
季
特
別
展
と
し
て
「
越
後
ち
ぢ
み
と
明

　
石
ち
ぢ
み
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
越
後
ち
ぢ
み
と
明
石
ち
ぢ

　
み
は
、
十
日
町
織
物
の
歴
史
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な
い
織
物
で

　
す
。
越
後
ち
ぢ
み
が
、
十
日
町
織
物
の
産
み
の
親
で
あ
れ
ば
、

　
明
石
ち
ぢ
み
は
育
て
の
親
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
越

　
後
ち
ぢ
み
の
生
産
技
術
は
、
現
在
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に

　
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
期
間
中
、
苧
績
み
（
糸
づ
く
り
）

　
や
イ
ザ
リ
機
に
よ
る
機
織
り
の
実
演
も
行
い
ま
す
。
こ
の
機

　
会
に
、
十
日
町
織
物
の
歩
み
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
て
は

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
ぞ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
し
た
。

關
■
■
　
　
　
＋
日
町
は
江
戸
嚢
小
千
谷
●

越
後
ち
ぢ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
之
内
と
と
も
に
、
越
後
ち
ぢ
み
の

　
越
後
ち
ぢ
み
は
、
麻
（
あ
さ
）
織

物
の
一
種
で
、
江
戸
時
代
に
は
越
後

の
代
表
的
な
名
産
と
し
て
そ
の
名
を

う
た
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
越
後
ち
ぢ

み
は
、
雪
深
い
魚
沼
地
方
で
生
産
さ

れ
、
中
で
も
十
日
町
・
妻
有
地
方
は

そ
の
主
産
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
越
後
ち
ぢ
み
は
、
カ
ラ
ム
シ
と
い

う
植
物
か
ら
と
っ
た
青
苧
（
あ
お
そ
）

と
い
う
繊
維
を
細
く
裂
い
て
糸
に
し
、

こ
れ
を
イ
ザ
リ
機
（
バ
タ
）
に
よ
っ

て
織
り
上
げ
た
織
物
で
す
。
こ
の
織

物
は
じ
ょ
う
ぶ
な
た
め
、
一
般
庶
民

の
日
常
衣
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
一
方
、
軽
く
て
着
ご
こ

ち
が
よ
い
た
め
、
夏
物
衣
料
と
し
て
、

し
だ
い
に
貴
族
や
武
士
な
ど
の
上
流

階
級
に
も
愛
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
越
後
ち
ぢ
み

の
名
声
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
生
産

技
術
は
ま
す
ま
す
進
歩
し
、
武
士
の

夏
の
式
服
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
高

級
な
麻
織
物
と
し
て
完
成
さ
れ
て
い

三
市
場
と
し
て
発
展
し
、
縮
市
（
ち

ぢ
み
い
ち
）
に
は
、
京
都
・
大
阪
・

江
戸
な
ど
か
ら
多
く
の
商
人
が
入
り

こ
み
、
大
量
の
越
後
ち
ぢ
み
が
取
引

き
さ
れ
ま
し
た
。
越
後
ち
ぢ
み
の
生

産
高
は
、
最
盛
期
の
天
明
（
て
ん
め

い
）
頃
に
は
、
魚
沼
地
方
一
帯
で
、

年
間
二
十
万
反
に
も
お
よ
ん
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　f越後ちぢみ」の冗
　　　　製㌃法「輿演

膳嚢潰、苧績み（糸づくり〉

期イザ畷臓る欄鋤

鑑β時、5月3賞・5縫・ユoβ

　　　ダ．午前塒～醐㌧

　　　午後王時～4時犀
御用ちぢみ輸送の先ぶれたびら）越後ちぢみの帷子

明
石
ち
ぢ
み

　
明
石
ち
ぢ
み
は
、
　
「
ち
ぢ
み
」
と

は
い
っ
て
も
、
越
後
ち
ぢ
み
の
よ
う

な
麻
織
物
と
は
ち
が
い
、
カ
イ
コ
の

繊
維
を
使
っ
た
絹
（
き
ぬ
）
織
物
で

す
。
こ
の
明
石
ち
ぢ
み
は
、
戦
前
の

十
日
町
を
代
表
す
る
織
物
で
、
シ
ャ

リ
ッ
と
し
た
清
涼
感
に
あ
ふ
れ
る
真

夏
の
き
も
の
と
し
て
、
全
国
に
そ
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

　
明
石
ち
ぢ
み
の
源
流
は
、
播
州
（
兵

庫
県
）
明
石
と
い
わ
れ
、
明
治
二
十

年
頃
、
京
都
西
陣
か
ら
そ
の
見
本
裂

（
ぎ
れ
）
が
十
日
町
へ
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
当
時
の
十
日
町
で
は
、
越
後

ち
ぢ
み
の
伝
統
の
上
に
、
す
で
に
絹

糸
を
使
っ
た
絹
ち
ぢ
み
透
綾
（
す
き

や
）
が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
、
さ
っ

そ
く
こ
の
明
石
ち
ぢ
み
の
研
究
に
取

組
み
、
明
治
二
十
五
年
頃
よ
う
や
く

試
作
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
明
石
ち
ぢ
み
の
研
究

と
改
良
が
行
わ
れ
、
片
シ
ボ
か
ら
両

シ
ボ
、
さ
ら
に
ち
ぢ
ま
ぬ
加
工
や
、

ぬ
れ
な
い
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
最
盛
期
の
昭
和
初
年

に
は
．
年
間
二
十
七
万
反
も
の
生
産

が
あ
り
、
昭
和
四
年
に
つ
く
ら
れ
た

十
日
町
小
唄
は
、
明
石
ち
ぢ
み
の
名

声
を
全
国
に
広
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
明
石
ち
ぢ
み
は
、
明
治
か
ら

大
正
、
昭
和
初
期
の
長
き
に
わ
た
っ

て
、
十
日
町
の
代
表
的
な
織
物
と
し

て
産
地
と
と
も
に
歩
み
つ
づ
け
、
今

日
の
十
日
町
織
物
の
、
直
接
の
基
礎

を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

明石ちぢみの見本帳明石ちぢみの濯物（両シボ）
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昭
和
五
十
八
年
度
一
部
供
用
開
始

に
伴
な
い
、
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を

下
水
道
管
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事

は
、
資
格
登
録
を
受
け
た
責
任
技
術

者
等
の
い
る
指
定
工
事
業
者
で
な
い

と
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
責
任
技
術
者
等
の
資
格
登
録

を
受
け
る
た
め
の
試
験
を
つ
ぎ
の
要

綱
で
実
施
し
ま
す
。

試
験
の
種
類
　
一
、
責
任
技
術
者
試

験
　
二
、
主
任
配
管
工
試
験

試
験
日

　
六
月
十
四
日
（
日
）

　
午
前
九
時
　
責
任
技
術
者
試
験

　
午
後
一
時
　
主
任
配
管
工
試
験

場
所
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
集

　
団
指
導
室
（
三
階
）

受
験
資
格

一
、
責
任
技
術
者
…
①
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
か
中
学
校
令
に
よ

むし歯のないよい子
　　　　　（2・3月分）

る
中
学
校
以
上
の
学
校
で
、
土
木
科

ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
科
を
卒

業
し
た
の
ち
二
年
以
上
給
排
水
設
備

工
事
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人
。

②
引
続
き
五
年
以
上
給
排
水
設
備
工

事
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人
。

③
公
共
団
体
で
引
続
き
三
年
以
上
給

排
水
設
備
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の

実
務
に
従
事
し
て
い
た
人
。

　
※
下
水
道
法
施
行
令
に
定
め
る
排

水
施
設
に
係
る
監
督
管
理
等
の
資
格

の
あ
る
人
は
、
こ
の
試
験
に
合
格
し

た
も
の
と
み
な
す
。

二
、
主
任
配
管
工
…
①
引
続
き
三
年

以
上
給
排
水
設
備
工
事
に
従
事
し
た

経
験
の
あ
る
人

②
公
共
団
体
で
引
続
き
二
年
以
上
給

排
水
設
備
工
事
に
関
す
る
技
術
上
の

実
務
に
従
事
し
て
い
た
人
。

　
※
責
任
技
術
者
試
験
に
合
格
し
た

人
。
下
水
道
法
施
行
令
に
定
め
る
排

水
施
設
に
係
る
監
督
管
理
等
の
資
格

の
あ
る
人
は
、
こ
の
試
験
に
合
格
し

た
も
の
と
み
な
す
。

試
験
科
目
　
H
下
水
道
の
一
般
的
知

識
に
関
す
る
こ
と
、
口
排
水
設
備
の

法
律
的
知
識
及
び
技
術
的
知
識
に
関

す
る
こ
と
（
以
上
筆
記
試
験
）

申
し
込
み
方
法
・
受
付
期
間
　
五
月

十
八
日
～
二
十
五
日
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
試
験
手
数
料
を
添
え

て
市
下
水
道
課
へ
（
申
請
書
は
下
水

道
課
に
あ
り
ま
す
）

合
格
発
表
　
六
月
二
十
四
日
、
市
役

所
一
階
ホ
：
ル
に
掲
示
（
本
人
に
も

通
知
）

受
験
準
備
講
習
会
　
六
月
七
日
（
日
）

午
前
九
時
～
正
午
、
責
任
技
術
者

午
後
一
時
～
三
時
　
主
任
配
管
工

　
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
指
導
室
で

登
録
申
請
と
証
票
の
交
付

一
、
申
請
方
法
…
市
で
準
備
し
た
登

録
申
請
書
に
手
数
料
を
添
え
て
市
下

水
道
課
へ

二
、
受
付
期
間
…
七
月
一
日
～
三
十

一
日
ま
で

三
、
証
票
の
交
付
…
八
月
十
七
日
～

八
月
二
十
一
日

そ
の
他
　
・
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資

料
は
、
受
験
申
込
時
か
講
習
会
の
当

日
配
布
し
ま
す
（
実
費
）
。
受
験
の
た

め
の
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
。
お
問

い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
課
管
理
係
（
8

七
⊥
三
二
番
内
線
二
五
七
）
へ
。

下
水
道
・
受
益
者
負
担
金
の
納
付
を

　
市
で
は
五
十
八
年
度
に
下
水
道
事

業
第
一
期
計
画
区
域
の
処
理
開
始
を

め
ざ
し
て
、
終
末
処
理
場
の
建
設
を

は
じ
め
、
各
町
内
に
下
水
道
管
の
埋

設
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
費
の
一
部
と
し
て
五
十
四
年
度
か

住　　所 氏　　名 保護者

大黒沢東 布施　　悠 慧

丸　山　町 関　　妙子 晴　男

学校町2 今井　紘子 甚一郎

水野窄 村山陽出夫 正　隆
丸’山　町 渡辺　　修 国　雄
中　　　村 南雲　賢治 勝　安

春β町3 斎藤　康行， 孝　一

妻有町 徳井　、洋介 繁　雄
谷内丑1 津田　正彦 正　美

．北新田1 春谷、溺広 政　二
新座　3 越井貴美子 則　夫

四日町3 小宮山好美 金　松

四日町2 佐藤　　勲 昇

旭　ケ　丘 根津奈緒子 順　治
八　　　幡 高橋麻由美 四美男
上　　　原 長谷川香織 守

新座　2 大島　陽子 和　一弘

本町7－1 小林　孝大 順　二
旭　ケ　丘、 池田小百合 晃　三
城之古1・．俵．出 尚子 功

北新田ユ 澱鱒緩爵利 義　孝

蟻蔑2’壽’藤　　購 慶　，策本酵6識1 高繍　旗美 誠黛、一
　禦

ニヒ南　3
上新碑1

腐課。頻孟
真霜　轡

勝織宏
、達　夫

満　島　1 野上　香織 信F一一

川治下竃 渠田　洋介 輝　一
下条，本町、 丸出壮太郎 獅　二

ら
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
五
十
五
年
度
分
は
、
三
月
末

ま
で
で
、
ま
だ
延
二
百
八
十
人
が
未

納
と
な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
金
の
未

納
の
か
た
は
で
き
る
だ
け
早
く
金
融

機
関
か
市
役
所
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。
納
入
通
知
書
は
一
年
分
（
年
四

回
）
を
ま
と
め
て
昨
年
六
月
に
該
当

の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す

が
、
納
付
書
を
な
く
さ
れ
た
場
合
は
、

市
下
水
道
課
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、

早
目
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
益
者
負
担
金
の
納
付
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
事
項
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

　
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
負
担
金
の
納
付

の
た
め
に
金
融
機
関
や
市
役
所
に
お

い
で
い
た
だ
く
な
ど
の
手
間
が
は
ぶ

け
、
納
め
忘
れ
等
も
な
く
便
利
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
預
金
し
て
あ
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
印
鑑
、
納
付
書
を
持
参
の

う
え
手
続
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　
　
受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
届
け
出
を

　
受
益
者
や
受
益
地
に
変
更
が
あ
っ

た
時
、
徴
収
猶
予
、
減
免
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
時
は
、
す
み
や
か

に
印
鑑
を
持
参
し
て
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
下
水
道
課
に

あ
り
ま
す
。

場
事
む
　
，

理
　
進

処
酷

末
　
調

終
建
順

　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
下
水
道
終
末
処
理
場
の
建
設
工
事

は
、
昭
和
二
十
年
以
来
の
異
常
豪
雪

の
中
で
、
二
月
下
旬
か
ら
三
㌶
以
上

も
あ
る
雪
を
除
雪
し
な
が
ら
工
事
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
終

末
処
理
場
を
管
理
す
る
中
枢
の
「
管

理
本
館
」
の
地
下
部
分
の
全
部
と
地

上
部
分
の
一
部
が
完
成
し
、
汚
水
を

浄
化
す
る
「
水
処
理
施
設
」
の
地
下

部
分
の
全
部
と
地
上
部
分
の
大
部
分

が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
分
の
工
事
は
引
き
続
い
て

覇藤難醸擁蚊
惑鑑、、、　細マrr5拷から無難璽ンタ篇で｝

懲轟議離麟贈魏講鷺

鍵驚繋藻謡蕊
鰹轡難癬獲讐嚇．

懸

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
っ
て
い
る

「
管
理
本
館
」
　
「
水
処
理
施
設
」
の

一
部
の
建
築
工
事
と
汚
泥
を
処
理
す

る
建
物
（
汚
泥
処
理
施
設
）
を
造
る

工
事
な
ど
が
主
体
と
な
り
、
本
年
末

に
は
、
処
理
場
の
お
お
よ
そ
の
外
観

が
現
わ
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
な
お
、
処
理
場
工
事
現
場
は
、
い

よ
い
よ
最
盛
期
に
入
り
、
一
般
の
方

々
は
、
大
変
危
険
で
す
の
で
無
断
で

現
場
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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●
開
催
に
あ
た
っ
て

㎜
　
博
物
館
で
は
、
春
季
特
別
展
と
し
て
「
越
後
ち
ぢ
み
と
明

　
石
ち
ぢ
み
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
越
後
ち
ぢ
み
と
明
石
ち
ぢ

　
み
は
、
十
日
町
織
物
の
歴
史
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な
い
織
物
で

　
す
。
越
後
ち
ぢ
み
が
、
十
日
町
織
物
の
産
み
の
親
で
あ
れ
ば
、

　
明
石
ち
ぢ
み
は
育
て
の
親
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
越

　
後
ち
ぢ
み
の
生
産
技
術
は
、
現
在
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に

　
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
期
間
中
、
苧
績
み
（
糸
づ
く
り
）

　
や
イ
ザ
リ
機
に
よ
る
機
織
り
の
実
演
も
行
い
ま
す
。
こ
の
機

　
会
に
、
十
日
町
織
物
の
歩
み
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
て
は

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
ぞ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
し
た
。

關
■
■
　
　
　
＋
日
町
は
江
戸
嚢
小
千
谷
●

越
後
ち
ぢ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
之
内
と
と
も
に
、
越
後
ち
ぢ
み
の

　
越
後
ち
ぢ
み
は
、
麻
（
あ
さ
）
織

物
の
一
種
で
、
江
戸
時
代
に
は
越
後

の
代
表
的
な
名
産
と
し
て
そ
の
名
を

う
た
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
越
後
ち
ぢ

み
は
、
雪
深
い
魚
沼
地
方
で
生
産
さ

れ
、
中
で
も
十
日
町
・
妻
有
地
方
は

そ
の
主
産
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
越
後
ち
ぢ
み
は
、
カ
ラ
ム
シ
と
い

う
植
物
か
ら
と
っ
た
青
苧
（
あ
お
そ
）

と
い
う
繊
維
を
細
く
裂
い
て
糸
に
し
、

こ
れ
を
イ
ザ
リ
機
（
バ
タ
）
に
よ
っ

て
織
り
上
げ
た
織
物
で
す
。
こ
の
織

物
は
じ
ょ
う
ぶ
な
た
め
、
一
般
庶
民

の
日
常
衣
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
一
方
、
軽
く
て
着
ご
こ

ち
が
よ
い
た
め
、
夏
物
衣
料
と
し
て
、

し
だ
い
に
貴
族
や
武
士
な
ど
の
上
流

階
級
に
も
愛
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
越
後
ち
ぢ
み

の
名
声
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
生
産

技
術
は
ま
す
ま
す
進
歩
し
、
武
士
の

夏
の
式
服
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
高

級
な
麻
織
物
と
し
て
完
成
さ
れ
て
い

三
市
場
と
し
て
発
展
し
、
縮
市
（
ち

ぢ
み
い
ち
）
に
は
、
京
都
・
大
阪
・

江
戸
な
ど
か
ら
多
く
の
商
人
が
入
り

こ
み
、
大
量
の
越
後
ち
ぢ
み
が
取
引

き
さ
れ
ま
し
た
。
越
後
ち
ぢ
み
の
生

産
高
は
、
最
盛
期
の
天
明
（
て
ん
め

い
）
頃
に
は
、
魚
沼
地
方
一
帯
で
、

年
間
二
十
万
反
に
も
お
よ
ん
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　f越後ちぢみ」の冗
　　　　製㌃法「輿演

膳嚢潰、苧績み（糸づくり〉

期イザ畷臓る欄鋤

鑑β時、5月3賞・5縫・ユoβ

　　　ダ．午前塒～醐㌧

　　　午後王時～4時犀
御用ちぢみ輸送の先ぶれたびら）越後ちぢみの帷子

明
石
ち
ぢ
み

　
明
石
ち
ぢ
み
は
、
　
「
ち
ぢ
み
」
と

は
い
っ
て
も
、
越
後
ち
ぢ
み
の
よ
う

な
麻
織
物
と
は
ち
が
い
、
カ
イ
コ
の

繊
維
を
使
っ
た
絹
（
き
ぬ
）
織
物
で

す
。
こ
の
明
石
ち
ぢ
み
は
、
戦
前
の

十
日
町
を
代
表
す
る
織
物
で
、
シ
ャ

リ
ッ
と
し
た
清
涼
感
に
あ
ふ
れ
る
真

夏
の
き
も
の
と
し
て
、
全
国
に
そ
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

　
明
石
ち
ぢ
み
の
源
流
は
、
播
州
（
兵

庫
県
）
明
石
と
い
わ
れ
、
明
治
二
十

年
頃
、
京
都
西
陣
か
ら
そ
の
見
本
裂

（
ぎ
れ
）
が
十
日
町
へ
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
当
時
の
十
日
町
で
は
、
越
後

ち
ぢ
み
の
伝
統
の
上
に
、
す
で
に
絹

糸
を
使
っ
た
絹
ち
ぢ
み
透
綾
（
す
き

や
）
が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
、
さ
っ

そ
く
こ
の
明
石
ち
ぢ
み
の
研
究
に
取

組
み
、
明
治
二
十
五
年
頃
よ
う
や
く

試
作
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
明
石
ち
ぢ
み
の
研
究

と
改
良
が
行
わ
れ
、
片
シ
ボ
か
ら
両

シ
ボ
、
さ
ら
に
ち
ぢ
ま
ぬ
加
工
や
、

ぬ
れ
な
い
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
最
盛
期
の
昭
和
初
年

に
は
．
年
間
二
十
七
万
反
も
の
生
産

が
あ
り
、
昭
和
四
年
に
つ
く
ら
れ
た

十
日
町
小
唄
は
、
明
石
ち
ぢ
み
の
名

声
を
全
国
に
広
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
明
石
ち
ぢ
み
は
、
明
治
か
ら

大
正
、
昭
和
初
期
の
長
き
に
わ
た
っ

て
、
十
日
町
の
代
表
的
な
織
物
と
し

て
産
地
と
と
も
に
歩
み
つ
づ
け
、
今

日
の
十
日
町
織
物
の
、
直
接
の
基
礎

を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

明石ちぢみの見本帳明石ちぢみの濯物（両シボ）



、
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市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
十
日
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
で
は

各
年
齢
層
の
人
た
ち
が
相
集
う
な
か

で
、
楽
し
い
語
ら
い
と
と
も
に
健
康

体
力
の
保
持
、
増
進
を
は
か
る
た
め
、

“
早
期
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
”
を
今

年
度
も
つ
ぎ
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
．

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

■
期
間

　
五
月
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
の
、
月
・
水
・
金
曜
日
。

■
集
合
場
所
と
時
間

　
市
役
所
前
に
、
朝
五
時
三
十
分

■
コ
ー
ス

　
約
十
～
十
五
キ
。
材
（
魅
力
あ
る
コ

ー
ス
を
毎
朝
発
表
し
ま
す
。
）

目
会
費
と
申
し
込
み

　
用
紙
が
市
民
体
育
館
に
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
に
保
険
料
（
大
人
…
千

円
、
小
学
生
七
百
円
）
を
添
え
て
、

市
内
の
各
自
転
車
屋
さ
ん
、
ま
た
は

体
育
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

豚
肉
ま
つ
り
に
舌
つ
づ
み

　
市
養
豚
協
議
会
主
催
の
第
二
回
豚

肉
ま
つ
り
が
、
十
四
日
、
農
協
福
祉

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
豚
肉

ま
つ
り
は
、
消
費
者
と
生
産
者
が
一

同
に
会
し
て
、
意
見
交
換
し
た
り
、

豚
肉
の
特
徴
を
活
か
し
た
料
理
を
食

味
し
て
消
費
を
伸
ば
そ
う
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。
豚
肉
ま
つ
り
に
は
、

消
費
者
協
会
、
婦
人
会
、
生
産
者
な

ど
百
二
十
人
が
参
加
し
て
「
豚
肉
の

赤
ワ
イ
ン
煮
」
「
豚
肉
と
里
い
も
の
味

噌
煮
」
「
、
こ
ぼ
う
の
肉
巻
き
」
な
ど
七

品
目
の
豚
肉
料
理
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

オ
ニ
ギ
リ
に
舌
づ
つ
み
を
う
ち
、
と

り
わ
け
「
中
華
風
肉
ダ
ン
ゴ
」
の
評

判
が
よ
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

個
人
住
宅
建
設
資
金

　
　
　
　
　
申
し
込
み
を
受
付
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
金
融
公
庫

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
に

対
し
て
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
込

み
受
付
を
つ
ぎ
の
要
綱
に
よ
り
行
っ

て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
…
…
昭
和
五
十
六
年
五

月
二
十
八
日
困
ま
で

■
選
定
方
法
…
…
先
着
順
に
無
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

■
融
資
額
－
…
木
造
住
宅
（
八
十
平

方
材
以
上
）
の
場
合
四
百
十
万
円
～

四
百
三
十
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事

を
行
う
場
合
二
十
万
円
～
四
十
万
円
。

太
陽
熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う
場

合
は
十
万
円
、
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）

が
同
居
す
る
場
合
は
五
十
万
円
～
百

五
十
万
円
の
融
資
額
の
割
増
し
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
利
率
…
－
年
五
・
五
新

■
返
済
期
間
…
…
二
十
五
年
以
内

■
詳
細
と
申
込
み
は
、
住
宅
金
融
公

庫
北
関
東
支
所
（
8
0
二
七
二
ー
三

二
－
六
六
五
五
）
か
、
お
近
く
の
公

庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
へ
。

”
青
い
鳥
は
が
き
”
を
進
呈

　
　
　
　
郵
便
局
が
身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
協
力

　
郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
際
し
、
こ
の
運
動
に
協

力
し
て
、
特
別
な
意
匠
の
は
が
き
、

（
切
手
の
部
分
が
青
い
鳥
に
な
っ
て

い
ま
す
。
）
を
四
月
二
十
日
か
ら
発
売

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
は
が
き
は
、
一
般
に
販
売
す

る
ほ
か
に
、
逓
信
記
念
日
に
ち
な
み

重
度
の
身
体
障
害
者
の
か
た
で
、
申

し
出
を
さ
れ
た
場
合
に
、
無
料
で
一

人
に
二
十
枚
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
（
一
級
及
び
二
級
で

満
六
歳
以
上
）
の
か
た
で
、
こ
の
は

が
き
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
住
所

ま
た
は
居
所
の
お
近
く
の
郵
便
局
に

身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
さ
れ
、
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
申
し
出
は
代
人
の
か
た
で
も

郵
便
に
よ
っ
て
も
で
き
ま
す
。

　
用
紙
は
、
郵
便
局
ま
た
は
福
祉
事

務
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

〔
期
間
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
〕

て
い
ま
す
。

　
毎
月
二
回
の
定
例
会
は
、
市
公

民
館
（
本
館
〉
を
利
用
し
て
、
登

由
計
圃
の
発
』
表
、
実
施
報
告
が
ら

登
山
用
冥
の
使
い
方
、
山
の
践
療

な
ど
の
学
習
会
む
開
い
て
い
ま
す
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
4
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

編
　
　
　
　
　
機

プ
ラ
ザ
ー
パ
リ
エ
ス
リ
ー

中
　
　
古

三
万
円
位

ホ
ン
ダ
ワ
ー
ド
パ
ル

一
年
半

使
　
用

二
万
五
千
円

ボ
喋
㌃
面

〃

一
万
四
千
円

自
転
車
（
大
人
男
）

中
　
古

無
　
料

角
ス
　
コ
　
ッ
プ

炭
ス
　
コ
　
ッ
プ

新
　
　
品

同
　
様

二
　
千
円

自
転
車
（
大
人
女
）

〃

無
　
料

ガ
　
ス
　
コ
　
ン
　
ロ

三
ヵ
月

使
　
　
用

一
万
円
位

す
　
べ
　
り
　
台

中
　
古

相
談
　
で

80

㏄
バ
イ
ク

三
　
年

使
　
用

無
　
　
料

バ
ー
ベ
ル
一
式

中
　
古

一
　
万
円

ゆ
　
ず
　
っ
　
て
　
く
　
だ
　
さ
　
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

木
製
机
合
板
ば
り

〃

千
五
百
円

14
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

中
　
古

一
万
円
～

一
万
五
千
円

モ
ジ
ュ
ラ
ー
ス
テ
レ
才

〃

二
万
五
千
円

除
　
　
湿
　
　
器

〃

五
千
円
で
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　“地域の子らをたくましく

　　　　明日の十日町市と日本のために・・

青舛育成十日肺民会灘会を開催

◆
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
◆

　
総
　
会

　
　
　
●
期
目
　
五
月
十
九
目
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
～
九
時

　
　
　
●
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
　
ー
総
会
終
了
後
…

◆
講
演
◆

　
坂
本
昇
一
氏
（
千
葉
大
学
教
授
）

　
青
少
年
問
題
は
、
今
や
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
十
日
町
市
も
昨
年
十
二
月
市
内
に
お
け
る

あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
、
団
体
、
指
導
者
、
育
成
者
等
が

連
携
し
、
青
少
年
健
全
育
成
に
関
し
て
の
地
域
活
動
を

総
合
的
に
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、
青
少
年
育
成
十
日

町
市
民
会
議
を
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
設
立
い

た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
活
動
を
よ
り
具
体
的
な
も
の
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
総
会
に
は
多
く

の
か
た
の
ご
参
集
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

翔べ∠／テニスとともに雛蟹赫藁

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、

テ
ニ
ス
の
基
礎
的
な
技
術

を
身
に
つ
け
、
ス
ポ
ー
ツ

の
日
常
化
を
め
ざ
す
た
め

に
、
婦
人
硬
式
テ
ニ
ス
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
…
…
前
期
五
月
一

日
～
九
月
三
十
日
、
後
期

十
月
一
日
～
三
月
三
十
一

日
ま
で
、
時
間
は
午
前
十

時
～
正
午
ま
で
、
毎
週
火
・

金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

■
会
場
…
－
・
市
民
体
育
館

■
対
象
－
…
市
内
在
住
の

婦
人
で
、
初
心
者
、
経
験

者
を
問
わ
な
い
。

■
講
師
…
…
体
育
課
職
員

及
び
テ
ニ
ス
協
会
員

■
受
講
料
…
…
無
料
で
す
。

■
申
込
み
方
法
…
－
教
室

開
催
時
に
、
直
接
会
場
に

来
る
か
、
体
育
館
へ
．

昭
和
5
6
年
度

市
民
体
育
館

　
　
　
前
期
日
程
割

　
　
（
5
月
1
日
～
n
月
30
β
）

で
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
受
付
…
…
…
…
…
午
前
九
時

○
開
式
…
…
…
…
…
…
午
前
十
時

O
お
祝
い
の
こ
と
ば
…
十
日
町
市
長

○
「
二
十
歳
の
記
録
」
朗
読

○
コ
モ
市
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
…
…
ス
パ
リ
ー
ノ
・
コ
モ
市
長

○
記
念
講
演
　
加
藤
諦
三
氏
（
早
稲

田
大
学
教
授
）

　
「
現
在
社
会
と
大
人
の
条
件
」

○
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏

○
「
若
者
た
ち
」
　
　
　
斉
唱

○
終
了
…
…
…
午
前
十
一
時
五
十
分

　前　　半
PM5：30～PM7：30

後　　　　　半
PM7：30～PM9：30

月 バドミントンi卓球 卓　　　球iバスケットボール

火 バレーボールi卓球 婦人スポーッ教室

水 バドミントンi卓球バレーボールi婦人バレーボール

木 バレーボールi卓球バドミントンiバ　ド　ミ　ン　ト　ン

金 バドミントンi卓球バレーボールiバスケットボール

土 テ　　　　　ニ　　　　　ス

日 健康のつ　どい

＊

五
月
十
日
㈲
は
成
人
式
＊

　
昭
和
五
十
六
年
度
十
日
町
市
成
人

式
を
五
月
卜
日
㈲
に
市
民
会
館
で
行

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
該
当
者
は
、
昭
和
三
十

五
年
四
月
二
日
～
三
十
六
年
四
月
一

日
生
ま
れ
の
当
市
在
住
者
で
す
。

※
案
内
ハ
ガ
キ
の
ま
だ
届
い
て
い
な

い
人
は
至
急
、
市
公
民
館
（
姪
七
－
五

〇
二
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
当
日
は
ふ
ろ
し
き
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
は
き
も
の
ま
つ

り
の
た
め
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

　
　
　
青
年
学
級
…
第
一
・
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
月
曜
日
後
半

　
婦
人
電
気
教
室

　
“
電
気
は
こ
わ
い
、
む
ず
か
し
い
。

い
い
え
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
正
し
い
知
識
を
習
得
し

楽
し
い
電
化
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。
”

　
　
　
東
北
電
力
で
は
、
次
の
要
綱

に
よ
り
「
婦
人
電
気
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
．

■
期
間
…
…
五
月
～
十
月
（
七
回
）

■
時
間
…
…
午
後
一
時
半
～
四
時
頃

■
内
容
…
…
電
気
の
知
識
・
修
理
実

習
・
上
手
な
使
い
方
、
施
設
見
学
等
。

■
受
講
料
…
…
千
円

■
申
込
み
…
…
五
月
十
日
ま
で
に
東

北
電
力
（
室
一
ー
三
一
〇
七
番
）
へ
．

十
　日
　町
の
人

9
㌧‘

　
★
四
月
五
日
に
結
婚
式
を
挙
げ
、

新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
十
日
町
の
人
に
な

ら
れ
た
の
は
、
太
子
堂
の
村
山
明
美

さ
ん
（
二
十
歳
）
で
す
。

　
夫
の
賀
津
一
さ
ん
（
市
内
織
物
会

社
勤
務
・
二
十
三
歳
）
が
、
東
京
に

勤
め
て
い
た
時
に
知
り
合
い
、
熱
烈

な
交
際
が
実
を
結
び
、
ゴ
；
ル
イ
ン
。

★
明
美
さ
ん
は
三
人
姉
妹
の
長
女
で

結
婚
す
る
こ
と
に
両
親
か
ら
反
対
さ

れ
な
が
ら
、
　
「
最
後
は
、
あ
き
ら
め

て
い
た
よ
う
で
す
。
」
と
、
お
二
人
の

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
照
れ
臭
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

★
東
京
で
の
仕
事
が
、
織
物
関
係
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
十
日
町
に
も
知
り

合
い
も
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
十

日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
ー
「
み

ん
な
が
、
田
舎
、
山
の
中
の
ま
ち
と

話
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
て
見
る
と

以
外
に
も
ω
、
栄
え
て
い
る
ま
ち
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
よ
。
」
そ
れ
で
も

流
石
に
今
冬
の
豪
雪
を
見
て
驚
い
た

よ
う
で
「
あ
れ
は
雪
よ
り
も
“
岩
”

っ
て
感
じ
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い

ま
し
た
。

★
お
二
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と

こ
ろ
、
悪
い
と
に
ろ
を
教
え
て
ほ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
ノ
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
た
1
1

り
ま
し
　
ー

な
　
　
ん
　
～

　
　
　
　
　
　
さ
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
美
　
　
か

　
　
　
　
　
聾
聯

　
　
　
　
　
太
村
埼

　
　
　
　
　
■
　
　
～

い
と
い
う
質
悶
を
し
て
み
ま
し
た
。

明
美
さ
ん
「
頼
り
が
い
の
あ
る
人
。

一
緒
に
い
て
も
、
い
つ
も
楽
し
い
話
’

題
を
提
供
し
て
く
れ
、
笑
い
が
な
く

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
短
気
の
と
こ
ろ

が
少
し
…
…
。
」
　
賀
津
一
さ
ん
「
…

…
可
愛
い
い
と
思
い
ま
す
。
」
（
二

人
と
も
笑
い
出
す
）

★
こ
の
十
日
町
に
来
て
、
“
．
こ
は
ん
8

“
そ
ば
”
　
“
柿
の
種
”
が
美
味
し
い

と
思
っ
た
と
い
う
明
美
さ
ん
。
ま
だ

日
が
浅
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は

“
妻
有
の
里
の
味
”
を
、
だ
ん
だ
ん

と
噛
み
締
め
て
ゆ
く
も
の
と
思
い
ま

す
。
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市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
十
日
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
で
は

各
年
齢
層
の
人
た
ち
が
相
集
う
な
か

で
、
楽
し
い
語
ら
い
と
と
も
に
健
康

体
力
の
保
持
、
増
進
を
は
か
る
た
め
、

“
早
期
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
”
を
今

年
度
も
つ
ぎ
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
．

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

■
期
間

　
五
月
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
の
、
月
・
水
・
金
曜
日
。

■
集
合
場
所
と
時
間

　
市
役
所
前
に
、
朝
五
時
三
十
分

■
コ
ー
ス

　
約
十
～
十
五
キ
。
材
（
魅
力
あ
る
コ

ー
ス
を
毎
朝
発
表
し
ま
す
。
）

目
会
費
と
申
し
込
み

　
用
紙
が
市
民
体
育
館
に
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
に
保
険
料
（
大
人
…
千

円
、
小
学
生
七
百
円
）
を
添
え
て
、

市
内
の
各
自
転
車
屋
さ
ん
、
ま
た
は

体
育
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

豚
肉
ま
つ
り
に
舌
つ
づ
み

　
市
養
豚
協
議
会
主
催
の
第
二
回
豚

肉
ま
つ
り
が
、
十
四
日
、
農
協
福
祉

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
豚
肉

ま
つ
り
は
、
消
費
者
と
生
産
者
が
一

同
に
会
し
て
、
意
見
交
換
し
た
り
、

豚
肉
の
特
徴
を
活
か
し
た
料
理
を
食

味
し
て
消
費
を
伸
ば
そ
う
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。
豚
肉
ま
つ
り
に
は
、

消
費
者
協
会
、
婦
人
会
、
生
産
者
な

ど
百
二
十
人
が
参
加
し
て
「
豚
肉
の

赤
ワ
イ
ン
煮
」
「
豚
肉
と
里
い
も
の
味

噌
煮
」
「
、
こ
ぼ
う
の
肉
巻
き
」
な
ど
七

品
目
の
豚
肉
料
理
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

オ
ニ
ギ
リ
に
舌
づ
つ
み
を
う
ち
、
と

り
わ
け
「
中
華
風
肉
ダ
ン
ゴ
」
の
評

判
が
よ
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

個
人
住
宅
建
設
資
金

　
　
　
　
　
申
し
込
み
を
受
付
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
金
融
公
庫

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
に

対
し
て
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
込

み
受
付
を
つ
ぎ
の
要
綱
に
よ
り
行
っ

て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
…
…
昭
和
五
十
六
年
五

月
二
十
八
日
困
ま
で

■
選
定
方
法
…
…
先
着
順
に
無
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

■
融
資
額
－
…
木
造
住
宅
（
八
十
平

方
材
以
上
）
の
場
合
四
百
十
万
円
～

四
百
三
十
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事

を
行
う
場
合
二
十
万
円
～
四
十
万
円
。

太
陽
熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う
場

合
は
十
万
円
、
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）

が
同
居
す
る
場
合
は
五
十
万
円
～
百

五
十
万
円
の
融
資
額
の
割
増
し
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
利
率
…
－
年
五
・
五
新

■
返
済
期
間
…
…
二
十
五
年
以
内

■
詳
細
と
申
込
み
は
、
住
宅
金
融
公

庫
北
関
東
支
所
（
8
0
二
七
二
ー
三

二
－
六
六
五
五
）
か
、
お
近
く
の
公

庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
へ
。

”
青
い
鳥
は
が
き
”
を
進
呈

　
　
　
　
郵
便
局
が
身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
協
力

　
郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
際
し
、
こ
の
運
動
に
協

力
し
て
、
特
別
な
意
匠
の
は
が
き
、

（
切
手
の
部
分
が
青
い
鳥
に
な
っ
て

い
ま
す
。
）
を
四
月
二
十
日
か
ら
発
売

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
は
が
き
は
、
一
般
に
販
売
す

る
ほ
か
に
、
逓
信
記
念
日
に
ち
な
み

重
度
の
身
体
障
害
者
の
か
た
で
、
申

し
出
を
さ
れ
た
場
合
に
、
無
料
で
一

人
に
二
十
枚
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
（
一
級
及
び
二
級
で

満
六
歳
以
上
）
の
か
た
で
、
こ
の
は

が
き
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
住
所

ま
た
は
居
所
の
お
近
く
の
郵
便
局
に

身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
さ
れ
、
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
申
し
出
は
代
人
の
か
た
で
も

郵
便
に
よ
っ
て
も
で
き
ま
す
。

　
用
紙
は
、
郵
便
局
ま
た
は
福
祉
事

務
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

〔
期
間
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
〕

て
い
ま
す
。

　
毎
月
二
回
の
定
例
会
は
、
市
公

民
館
（
本
館
〉
を
利
用
し
て
、
登

由
計
圃
の
発
』
表
、
実
施
報
告
が
ら

登
山
用
冥
の
使
い
方
、
山
の
践
療

な
ど
の
学
習
会
む
開
い
て
い
ま
す
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
4
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

編
　
　
　
　
　
機

プ
ラ
ザ
ー
パ
リ
エ
ス
リ
ー

中
　
　
古

三
万
円
位

ホ
ン
ダ
ワ
ー
ド
パ
ル

一
年
半

使
　
用

二
万
五
千
円

ボ
喋
㌃
面

〃

一
万
四
千
円

自
転
車
（
大
人
男
）

中
　
古

無
　
料

角
ス
　
コ
　
ッ
プ

炭
ス
　
コ
　
ッ
プ

新
　
　
品

同
　
様

二
　
千
円

自
転
車
（
大
人
女
）

〃

無
　
料

ガ
　
ス
　
コ
　
ン
　
ロ

三
ヵ
月

使
　
　
用

一
万
円
位

す
　
べ
　
り
　
台

中
　
古

相
談
　
で

80

㏄
バ
イ
ク

三
　
年

使
　
用

無
　
　
料

バ
ー
ベ
ル
一
式

中
　
古

一
　
万
円

ゆ
　
ず
　
っ
　
て
　
く
　
だ
　
さ
　
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

木
製
机
合
板
ば
り

〃

千
五
百
円

14
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

中
　
古

一
万
円
～

一
万
五
千
円

モ
ジ
ュ
ラ
ー
ス
テ
レ
才

〃

二
万
五
千
円

除
　
　
湿
　
　
器

〃

五
千
円
で
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　“地域の子らをたくましく

　　　　明日の十日町市と日本のために・・

青舛育成十日肺民会灘会を開催

◆
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
◆

　
総
　
会

　
　
　
●
期
目
　
五
月
十
九
目
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
～
九
時

　
　
　
●
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
　
ー
総
会
終
了
後
…

◆
講
演
◆

　
坂
本
昇
一
氏
（
千
葉
大
学
教
授
）

　
青
少
年
問
題
は
、
今
や
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
十
日
町
市
も
昨
年
十
二
月
市
内
に
お
け
る

あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
、
団
体
、
指
導
者
、
育
成
者
等
が

連
携
し
、
青
少
年
健
全
育
成
に
関
し
て
の
地
域
活
動
を

総
合
的
に
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、
青
少
年
育
成
十
日

町
市
民
会
議
を
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
設
立
い

た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
活
動
を
よ
り
具
体
的
な
も
の
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
総
会
に
は
多
く

の
か
た
の
ご
参
集
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

翔べ∠／テニスとともに雛蟹赫藁

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、

テ
ニ
ス
の
基
礎
的
な
技
術

を
身
に
つ
け
、
ス
ポ
ー
ツ

の
日
常
化
を
め
ざ
す
た
め

に
、
婦
人
硬
式
テ
ニ
ス
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
…
…
前
期
五
月
一

日
～
九
月
三
十
日
、
後
期

十
月
一
日
～
三
月
三
十
一

日
ま
で
、
時
間
は
午
前
十

時
～
正
午
ま
で
、
毎
週
火
・

金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

■
会
場
…
－
・
市
民
体
育
館

■
対
象
－
…
市
内
在
住
の

婦
人
で
、
初
心
者
、
経
験

者
を
問
わ
な
い
。

■
講
師
…
…
体
育
課
職
員

及
び
テ
ニ
ス
協
会
員

■
受
講
料
…
…
無
料
で
す
。

■
申
込
み
方
法
…
－
教
室

開
催
時
に
、
直
接
会
場
に

来
る
か
、
体
育
館
へ
．

昭
和
5
6
年
度

市
民
体
育
館

　
　
　
前
期
日
程
割

　
　
（
5
月
1
日
～
n
月
30
β
）

で
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
受
付
…
…
…
…
…
午
前
九
時

○
開
式
…
…
…
…
…
…
午
前
十
時

O
お
祝
い
の
こ
と
ば
…
十
日
町
市
長

○
「
二
十
歳
の
記
録
」
朗
読

○
コ
モ
市
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
…
…
ス
パ
リ
ー
ノ
・
コ
モ
市
長

○
記
念
講
演
　
加
藤
諦
三
氏
（
早
稲

田
大
学
教
授
）

　
「
現
在
社
会
と
大
人
の
条
件
」

○
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏

○
「
若
者
た
ち
」
　
　
　
斉
唱

○
終
了
…
…
…
午
前
十
一
時
五
十
分

　前　　半
PM5：30～PM7：30

後　　　　　半
PM7：30～PM9：30

月 バドミントンi卓球 卓　　　球iバスケットボール

火 バレーボールi卓球 婦人スポーッ教室

水 バドミントンi卓球バレーボールi婦人バレーボール

木 バレーボールi卓球バドミントンiバ　ド　ミ　ン　ト　ン

金 バドミントンi卓球バレーボールiバスケットボール

土 テ　　　　　ニ　　　　　ス

日 健康のつ　どい

＊

五
月
十
日
㈲
は
成
人
式
＊

　
昭
和
五
十
六
年
度
十
日
町
市
成
人

式
を
五
月
卜
日
㈲
に
市
民
会
館
で
行

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
該
当
者
は
、
昭
和
三
十

五
年
四
月
二
日
～
三
十
六
年
四
月
一

日
生
ま
れ
の
当
市
在
住
者
で
す
。

※
案
内
ハ
ガ
キ
の
ま
だ
届
い
て
い
な

い
人
は
至
急
、
市
公
民
館
（
姪
七
－
五

〇
二
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
当
日
は
ふ
ろ
し
き
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
は
き
も
の
ま
つ

り
の
た
め
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

　
　
　
青
年
学
級
…
第
一
・
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
月
曜
日
後
半

　
婦
人
電
気
教
室

　
“
電
気
は
こ
わ
い
、
む
ず
か
し
い
。

い
い
え
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
正
し
い
知
識
を
習
得
し

楽
し
い
電
化
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。
”

　
　
　
東
北
電
力
で
は
、
次
の
要
綱

に
よ
り
「
婦
人
電
気
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
．

■
期
間
…
…
五
月
～
十
月
（
七
回
）

■
時
間
…
…
午
後
一
時
半
～
四
時
頃

■
内
容
…
…
電
気
の
知
識
・
修
理
実

習
・
上
手
な
使
い
方
、
施
設
見
学
等
。

■
受
講
料
…
…
千
円

■
申
込
み
…
…
五
月
十
日
ま
で
に
東

北
電
力
（
室
一
ー
三
一
〇
七
番
）
へ
．

十
　日
　町
の
人

9
㌧‘

　
★
四
月
五
日
に
結
婚
式
を
挙
げ
、

新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
十
日
町
の
人
に
な

ら
れ
た
の
は
、
太
子
堂
の
村
山
明
美

さ
ん
（
二
十
歳
）
で
す
。

　
夫
の
賀
津
一
さ
ん
（
市
内
織
物
会

社
勤
務
・
二
十
三
歳
）
が
、
東
京
に

勤
め
て
い
た
時
に
知
り
合
い
、
熱
烈

な
交
際
が
実
を
結
び
、
ゴ
；
ル
イ
ン
。

★
明
美
さ
ん
は
三
人
姉
妹
の
長
女
で

結
婚
す
る
こ
と
に
両
親
か
ら
反
対
さ

れ
な
が
ら
、
　
「
最
後
は
、
あ
き
ら
め

て
い
た
よ
う
で
す
。
」
と
、
お
二
人
の

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
照
れ
臭
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

★
東
京
で
の
仕
事
が
、
織
物
関
係
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
十
日
町
に
も
知
り

合
い
も
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
十

日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
ー
「
み

ん
な
が
、
田
舎
、
山
の
中
の
ま
ち
と

話
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
て
見
る
と

以
外
に
も
ω
、
栄
え
て
い
る
ま
ち
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
よ
。
」
そ
れ
で
も

流
石
に
今
冬
の
豪
雪
を
見
て
驚
い
た

よ
う
で
「
あ
れ
は
雪
よ
り
も
“
岩
”

っ
て
感
じ
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い

ま
し
た
。

★
お
二
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と

こ
ろ
、
悪
い
と
に
ろ
を
教
え
て
ほ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
ノ
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
た
1
1

り
ま
し
　
ー

な
　
　
ん
　
～

　
　
　
　
　
　
さ
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
美
　
　
か

　
　
　
　
　
聾
聯

　
　
　
　
　
太
村
埼

　
　
　
　
　
■
　
　
～

い
と
い
う
質
悶
を
し
て
み
ま
し
た
。

明
美
さ
ん
「
頼
り
が
い
の
あ
る
人
。

一
緒
に
い
て
も
、
い
つ
も
楽
し
い
話
’

題
を
提
供
し
て
く
れ
、
笑
い
が
な
く

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
短
気
の
と
こ
ろ

が
少
し
…
…
。
」
　
賀
津
一
さ
ん
「
…

…
可
愛
い
い
と
思
い
ま
す
。
」
（
二

人
と
も
笑
い
出
す
）

★
こ
の
十
日
町
に
来
て
、
“
．
こ
は
ん
8

“
そ
ば
”
　
“
柿
の
種
”
が
美
味
し
い

と
思
っ
た
と
い
う
明
美
さ
ん
。
ま
だ

日
が
浅
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は

“
妻
有
の
里
の
味
”
を
、
だ
ん
だ
ん

と
噛
み
締
め
て
ゆ
く
も
の
と
思
い
ま

す
。
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四
十
五
歳
・
国
保
加
入
者
に

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今
年
度
か

ら
、
国
保
加
入
の
四
十
五
歳
の
人
を

対
象
に
、
一
日
人
間
ド
ッ
ク
（
総
合

健
康
診
断
事
業
）
を
実
施
し
、
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
当
市
の
昭
和
五
十
四
年
度
の
死
亡

原
因
の
三
分
の
二
は
、
脳
卒
中
、
ガ

ン
、
心
臓
病
な
ど
の
祓
人
病
で
す
。

ま
た
、
そ
の
成
人
病
で
亡
く
な
ら
れ

た
多
く
の
人
が
働
き
盛
り
で
、
家
庭

で
は
、
一
家
の
大
黒
柱
を
失
な
っ

て
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
病
気
は
、
早
く
発
見
し
て
、
早
く

治
療
を
す
れ
ば
治
る
も
の
が
多
い
の

で
す
。
そ
の
病
気
を
総
合
的
に
診
断

し
、
早
期
発
見
を
し
よ
う
と
す
る
の

が
人
間
ド
ッ
ク
で
す
。

　
日
頃
、
総
合
的
な
検
診
の
機
会
に

恵
ま
れ
な
い
、
国
保
加
入
の
四
十
五

歳
の
皆
さ
ん
、
是
非
こ
の
機
会
に
自

分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

安
心
し
て
暮
せ
る
よ
う
に
二
日
人

間
ド
ッ
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

対
象
者
　
一
、
国
保
の
対
象
者
で
、

今
年
度
内
に
満
四
十
五
歳
に
な
る
人
。

（
昭
和
十
一
年
四
月
二
日
～
十
二
年

四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
人
）

二
、
国
保
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
で
、
十
日
町
市
の
国
保
の
被
保
険

者
証
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
一
年
以

上
経
過
し
た
人
。

申
請
期
間
　
五
月
十
一
日
か
ら
五
月

二
十
三
日
ま
で

5
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
目

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

5
月
1
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時
15
分

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー
契年11

月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

5
月
15
日

　
（
金
）

午
後
1
時
15
分

～
2
時

〃

54

年
n
月

生
れ
の
児

4
、
カ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

5
月
22
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

〃

茄
年
1
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定
5
月
2
9
目

　
（
金
）

午
後
1
時

～
3
時

〃

55
年
7
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

実
施
予
定
時
期
　
七
月
上
旬

検
診
費
用
と
自
己
負
担
額

　
男
子
…
二
万
五
千
円
（
自
己
負
担

額
は
七
千
五
百
円
）
。
女
子
…
二
万

七
千
円
（
自
己
負
担
額
は
八
千
百
円
）

実
施
医
療
機
関
　
新
潟
県
健
康
管
理

協
会
（
新
潟
市
）

　
な
お
、
該
当
者
に
は
、
通
知
と
申

請
の
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
期
間
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
衛
生
課
国

保
係
（
雪
七
－
三
二
一
番
内
線
二

一
〇
）
へ
。

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
五
月
十
三
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
本
町
一
r
目
下
、
本
町

東
一
丁
目
、
山
本
町
五
、
～
目
の
各
一

部
、
本
町
一
ー
目
ヒ
、
千
歳
阿
、
一
r

目
　
▼
五
月
十
六
口
ω
　
午
前
九
時

』
一
十
分
～
午
前
卜
一
時
三
十
分
ま
で

高
田
町
四
丁
目
、
高
田
町
五
丁
目
、

住
吉
町
の
各
一
部
▼
五
月
十
九
日

㈹
　
午
後
一
時
～
午
後
五
時
ま
で
、

四
日
町
新
田
第
一
、
南
新
田
町
、
四

日
町
新
田
第
二
、
四
日
町
第
．
、
あ
各

一
部
、
四
日
町
新
田
第
四
　
▼
五
月

二
十
日
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

高
田
町
一
．
一
r
目
東
、
丸
山
町
の
各
］

部
▼
五
月
二
十
一
日
困
午
前
八

名
ケ
山

　
　
　
　
　
巡
・
飼
．
．
内

　
　
　
と
き
五
月
十
五
日
囲

　
　
　
と
こ
ろ

時
～
午
後
一
時
ま
で
、
中
手
、
中
平
、

5
月
の
休
日
救
急
医

3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
虫

（
憲
法
記
念
口
）
8
2
の
2
1
7
4
番
…

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番
　
…

4
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

（
振
替
休
旧
）
　
3
2
の
3
2
6
9
番
…

5
日
中
条
病
院
（
北
原
）

（
子
供
の
目
）
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

10

日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
B
2
の
2
9
5
7
番

17

日
　
山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

24

日
　
千
手
診
療
所
川
西
町
中
央
町
）

　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番

31

日
　
水
沢
診
療
所
土
市
第
．
．
一
）

　
　
　
　
8
8
の
2
0
3
9
番

とき5月25日（月）
ところ　十日町砂利合資会社

と　き　5月26日（火）

ところ　十目町専門店会
i寺間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
学
齢
ま
で
で
、

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人

　
●
初
回
免
疫
（
一
～
二
週
間
隔
で

二
回
接
種
）
…
…
満
三
歳
に
達
し
た

人
と
前
年
接
種
を
し
な
か
っ
た
人

　
●
追
加
免
疫
、
前
年
初
回
免
疫
が

完
了
し
た
人

接
種
料
金
　
一
回
　
三
百
五
十
円

接
種
前
後
の
注
意
　
●
前
日
入
浴
を

さ
せ
、
清
潔
な
肌
着
の
着
用
を

　
●
朝
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。
混

雑
し
た
会
場
で
あ
わ
て
て
計
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
●
母
子
健
康
手

帳
、
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
。

●
問
診
票
は
保
護
者
か
責
任
を
も
っ

て
記
人
し
ま
し
ょ
う
。
●
接
種
日
は

も
ち
ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て
は
翌
日

も
人
浴
を
ひ
か
え
、
接
種
後
は
昼
寝

を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
●
有
熱
者
、
病

後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
医
師
が
不
適

と
認
め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

程
ー

　
　
日
日
（
脇

　
　
目
行

車
－
o
銀

　
　
月
四

血
5
第

献
き
ろ

　
　
差

　
　
　
　
、
．
．
欝
薄
議
轟
欝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

市
役
所
市
民
相
談
室

…
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
：

地
　
区
　
名

接
　
種
　
月
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

飛
↓
小
学
校
区

5
月
6
日

（
水
）

5
月
1
3
日

（
水
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
狛
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分
～
2
時
4
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

東
小
学
校
区

5
月
6
日

（
水
）

5
月
15
日

（
金
）

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

東
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

5
月
7
日

（
木
）

5
月
13
日

（
水
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
　
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

下
条
小
学
校
区

5
月
8
日

（
金
）

5
月
2
0
日

（
水
）

午
後
1
時
30
分
～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
0
分
～
2
時
30
分

東
下
組
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

5
月
1
2
日

（
火
）

5
月
1
9
日

（
火
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

中
条
小
学
校
区

5
月
1
4
日

（
木
）

5
月
29
日

（
金
）

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
0
分

中
条
小
学
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

5
月
2
0
日

（
水
）

5
月
27
日

（
水
）

午
後
－
時
0
分
～
2
時
0
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

5
月
21
日

（
木
）

5
月
朗
日

（
木
）

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
20
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

水
沢
小
学
校
区

5
月
泥
日

（
金
）

5
月
2
9
日

（
金
）

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
10
分

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

珠
田
分
校

川
　
治
　
全
　
区

5
月
26
日

（
火
）

6
月
5
日

（
金
）

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

六
箇
小
学
校
区

5
月
2
7
日

（
水
）

午
後
2
時
　
～
2
時
鐙
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

6
月
3
日

（
水
）

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
分

野
中
小
学
校

○
－

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
○

　
　
粘

　
　
蛎

5血5
　口67号口
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難
謙
難
籔
㎜
灘
綴
難
灘
羅
羅

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
な

ど
の
か
た
に
、
経
営
の
改
善
や
近
代

化
に
必
要
な
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め

つ
ぎ
の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

借
入
ご
希
望
の
か
た
は
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
中
小
企
業
振
興
資
金

に
つ
い
て
は
、
保
証
人
の
数
を
そ
れ

ぞ
れ
一
名
ず
つ
減
ら
し
、
個
人
一
名

法
人
二
名
と
し
ま
し
た
．
ま
た
、
運

転
資
金
の
貸
付
限
度
額
を
三
百
万
円

か
ら
四
百
万
円
に
引
き
上
げ
、
一
層

利
用
し
や
す
い
制
度
に
し
ま
し
た
．

取
扱
金
融
機
関
　
県
信
用
組
合
、
大

光
相
互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
は
、
市
商
工
課

（
窓
七
－
三
一
二
番
内
線
二
六
六
）

市
商
工
会
議
所
（
台
七
－
五
一
二

◎
中
小
企
業
振
興
資
金

化　商 金　大 運 設 資
資　店
金　街

型
店

転 備 金
の

等
近

対
策

資 資 種

代 資 金 金 類

（　　五
八所

　　OO要

　　O％資
　　万以金
　　円内の
　　以の
　　内額

（　　七
八所
　　○○要
　　○％資
　　万以金
　　円内の
　　以の
　　内額

四
〇
〇
万
円
以
内

（　　五
八所

　　OO要

　　O％資
以金　万
内の　円

　　以の
　　内額

貸
付
金
額

） ） ）
五　　　　　　五 三

年力　　　年力 年力 貸

年　　　　年 年
付

七超　　　七以 六以
二
二

●内
一

●
八
内 利

五 O 五 率
％ ％ ％

六 七 四 五 返
カ カ カ カ

済
年 年 年 年

以 以 以 以
期

内 内 内 内 間

（　均六置六
　　等力を力
　　返年含月
　　済以む以　　内
　内
　　　月　裾
＿　　賦

舜鞘
含月　返年
む以　済以
　内　　内
　裾　　月
一　　賦

均四
等力
返年
済以
　内
　月
　賦

（　均五置六
　　等力を力
　　返年含月
　　済以む以
　　　内　内
　　　月　裾
＿　　賦

返
済
方
法

◎
産
業
育
成
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

返
済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金

運
転
資
金
三
〇
〇
万
円
以
内

年
六
・
八
五
％

（
信
保
付

　
　
六
9
三
五
％
）

三
力
年
以
内

三
ヵ
月
一
括
又
は

三
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

番
）
、
水
沢
商
工
会
（
奮
八
ー
三
〇

三
五
番
〉
へ
。

　
な
お
、
金
利
は
変
更
す
番
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

市
勤
労
者
住
宅

　
　
　
建
設
資
金
も

　
　
　
　
　
受
付
中
ー

　
市
で
は
、
勤
労
者
の
住
宅
建
設
促

進
の
た
め
、
市
の
預
託
金
と
労
働
金

庫
の
資
金
を
源
資
と
し
た
低
利
の
融

資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

資
格
　
ω
現
在
ま
で
二
年
以
上
継
続

し
て
十
日
町
市
民
で
あ
る
人
。

　
回
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
．

資
金
の
用
途
　
市
内
に
ご
自
身
が
居

住
す
る
た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改

築
ま
た
は
住
宅
を
購
入
す
る
た
め
の

資
金
（
土
地
だ
け
購
入
す
る
人
は
該

当
し
ま
せ
ん
）

借
入
金
額
　
十
万
円
き
ざ
み
で
、
百

万
円
～
三
百
万
円
。

受
付
期
間
　
総
資
金
わ
く
に
達
す
る

ま
で
（
受
付
中
）

申
込
方
法
　
ω
住
宅
資
金
借
入
申
込

書
、
回
住
民
票
、
の
土
地
、
建
物
の

登
記
簿
騰
本
各
一
通
を
所
属
組
合
を

経
由
し
て
労
金
へ
。

貸
出
金
利
お
よ
び
返
済
方
法
　
金
利

は
年
七
・
六
〇
％
。
返
済
期
間
は
五

年
、
十
年
、
十
五
年
の
三
種
類
、
ボ

ー
ナ
ス
併
用
返
済
も
可
。
五
年
返
済

鹿πと藷移∠7
～6月1日　午後3時～

　
　
　
　
会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

　
　
　
　
日
時
　
午
後
三
時
～
七
時

　
今
年
の
市
民
と
語
る
日
に
も
、
毎
回
大
勢
の
か
た
が
見

え
ら
れ
、
身
近
な
閥
題
か
ら
大
き
な
テ
ー
マ
ま
で
熱
心
．
に

話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

お
悶
い
舎
わ
せ
と
ご
連
絡
は
総
務
課
企
酉
広
報
係
（
懸
七

ー
三
一
一
　
瞬
番
内
”
線
二
脚
二
六
）
へ
．

は
無
担
保
。
十
年
、
十
五
年
返
済
は

該
当
不
動
産
を
担
保
に
。

県
中
小
企
業
者

　
　
　
　
　
住
宅
資
金
も

　
県
中
小
企
業
従
事
者
住
宅
資
金
の

借
入
申
込
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

資
格
　
県
内
の
中
小
企
業
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
勤
労
者
で
、
自
分
で
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
、
ま

た
は
購
入
す
る
人
で
、
他
か
ら
の
調

達
が
困
難
な
人
。

貸
付
金
額
　
十
万
円
単
位
で
三
十
万

円
～
四
百
万
円
ま
で
。

利
率
　
年
六
・
0
％
。

償
還
方
法
　
十
年
以
内
の
元
金
均
等

月
賦
償
還
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済

も
可
）

受
付
期
間
　
十
月
三
十
一
日
ま
で

申
込
み
場
所
　
借
入
申
込
書
を
、
取

扱
金
融
機
関
（
第
四
、
北
越
、
新
潟

相
互
、
大
光
相
互
銀
行
）
へ
。

　　　燃えないごみは

　　　霧谷埋立地へ
　燃えないごみの処分地が、高城沢（千

手トンネル出ロ）から霧谷に変更になっ

ています。異常豪雪のため、道路条件が

悪くなっていますのでご注意ください。


